
食 品 安 全 委 員 会 プ リ オ ン 専 門 調 査 会 

第11回会合議事録 

 

１．日時  平成１６年６月１８日  (金 )   １７：００～１９：２８  

 

２．場所  食品安全委員会  大会議室  

 

３．議事  

 （１）豚由来たん白質等の飼料利用について  

 （２）・我が国のＢＳＥ問題全体について  

    ・我が国におけるＢＳＥ対策について  

 （３）その他  

 

４．出席者  

 （専門委員）  

  吉川座長、金子専門委員、小野寺専門委員、甲斐（諭）専門委員、  

甲斐（知）専門委員  

  品川専門委員、堀内専門委員、山内専門委員、山本専門委員  

 （食品安全委員）  

  寺田委員長、小泉委員、寺尾委員、中村委員  

 （説明者）  

  農林水産省  栗本衛生管理課長、元村課長補佐、松本課長補佐  

  厚生労働省  道野課長補佐  

 （参考人）  

  舩山東京都芝浦食肉衛生検査所検査課長  

  小橋北九州市立食肉センター所長  

 （事務局）  

  梅津事務局長、一色事務局次長、村上評価課長、宮嵜評価調整官、梅田課長補佐  

 



５．配布資料  

 資料１－１  ：豚由来たん白質等の飼料利用に係る食品健康影響評価について  

   １－２  ： Subclinical Bovine Spongiform Encephalopathy Infaction in  

Transgenic Mice Expressing Porcine Prion Protein 

 資料２－１  ：厚生労働省がおこなっているＢＳＥ対策について（その２）  

        ①東京都芝浦食肉衛生検査所検査所提供資料  

        ②北九州市立食肉センター提供資料  

   ２－２  ：農林水産省が行っているＢＳＥ対策について（その２）  

        １）肉骨粉の処理対策について  

        ２）牛せき柱を含む飼料、肥料等の取扱い等に係る農林水産大臣によ

る確認等の実施状況について            

３）月齢別・品種別と畜頭数について  

 参考資料１  ：我が国におけるＢＳＥ対策について（第１０回会合資料）  

   １－１   厚生労働省がおこなっているＢＳＥ対策について  

   １－２   農林水産省が行っているＢＳＥ対策について  

参考資料２  ：平成１３年度厚生科学研究費補助金（厚生科学特別研究事業）総括研

究報告書「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）に関する研究」  

 参考資料３  ：機械回収肉（ＭＲＭ）について  

 参考資料４  ：我が国におけるＢＳＥ対策について（論点メモ）  

 参考資料５  ：第１０回プリオン専門調査会の議事概要  

 参考資料６  ：我が国における主なＢＳＥ対策の経緯  

 

６．議事内容  

○ 吉川座 長  定刻に なり ました ので 、ただ いま から「第 11回 プリオン 専門調査会 」を開

催 いたし ます 。本日 、９ 名の専 門委 員が御 出席 の予定 です けれど も、 北本委 員、 佐多委

員 、横山 委員 が欠席 です 。食品 安全 委員会 から は、寺 田委 員長、 寺尾 委員、 小泉 委員。

中 村委員 は出 席予定 です けれど も、 少し遅 れて おりま す。 また、 本日 は、前 回に 引き続

き 、我が 国に おける ＢＳ Ｅ対策 につ いての 審議 を行う 予定 であり ます 。その ため 、前回

に 引き続き、 厚生労働省 及び農林水 産省から説 明のための 御出席をい ただいてお ります 。

そ れから 、と 畜場で ＢＳ Ｅ検査 、あ るいは ＳＲ Ｍの法 律的 なもの につ いては 、前 回かな



り 聞きま した けれど も、 実態が どう なって いる かとい うこ とを含 めて 、実施 状況 につい

て 伺う必 要が あると いう ことで 、食 肉衛生 検査 所の方 にお いでい ただ いてお りま す。よ

ろ しくお 願い します 。本 日の会 議全 体のス ケジ ュール に関 しまし ては 、お手 元の 資料に

第 11回食 品安 全委員 会プ リオン 専門 調査会 の議 事次第 がご ざいま すの で、御 覧い ただき

た いと思 いま す。そ れで は、議 題に 入る前 に、 事務局 のほ うから 資料 の確認 をお 願いい

たします。  

○ 宮嵜評 価調 整官  それ では、 本日 の資料 を確 認させてい ただきます 。まず、本 日の議

事 次第と 本日 の座席 表、 それか ら本 専門調 査会 の先生 方の 名簿が １枚 ずつあ ろう かと思

い ます。 その 後に資 料と して５ 点ほ どある かと 思いま すが 、資料 １－ １が「 豚由 来たん

白 質等の 飼料 利用に 係る 食品健 康影 響評価 につ いて」 でご ざいま す。 それか ら、 資料１

－ ２が「 豚プ リオン タン パク遺 伝子 を発現 する トラン スジ ェニッ クマ ウスに おけ る潜在

的 Ｂ Ｓ Ｅ 感 染 」 と い う こ と で 、 本 年 ５ 月 の 「 Journal Neuroscience」 に 発 表 さ れ た 論 文

を 添付させて いただいて おります。 それから、 資料２－１ が①と②と ２つござい ますが 、

① のほう が横 紙にな って おりま すが 、芝浦 食肉 衛生検 査所 の組織 及び 検査体 制」 という

の が 一 番 上 の 紙 に な っ て い る も の で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 資 料 ２ － １ の ② の ほ う が

「 北九州 市立 食肉セ ンタ ーのＢ ＳＥ 対応の 状況 」とい うこ とでご ざい まして 、本 日御出

席 いただ いて います 東京 都の芝 浦食 肉衛生 検査 所と北 九州 市立食 肉セ ンター のほ うから

御 提供い ただ いてい る資 料でご ざい ます。 資料 ２－２ が「 食品安 全委 員会プ リオ ン専門

調 査会（ 第 11回 ）追 加要 求資料 」と いうこ とで 、農林 水産 省のほ うか ら追加 で提 出いた

だ いてい る資 料でご ざい ます。 それ から、 参考 資料が ７点 ほどあ ろう かと思 いま すが、

参 考資料 １－ １は、 「厚 生労働 省が 行って いる ＢＳＥ 対策 につい て」 という こと で、こ

れ は前回 御用 意させ てい ただい た資 料と同 じも のでご ざい ます。 それ から、 参考 資料１

－ ２は、 同じ く「農 林水 産省が 行っ ている ＢＳ Ｅ対策 につ いて」 とい うこと で、 これも

前 回準備 させ ていた だい た資料 と同 じもの でご ざいま す。 それか ら、 参考資 料２ が「平

成 13年度 厚生 科学研 究費 補助金 の総 括研究 報告 書」と いう ことで ござ います が、 前回、

御 議論の 中で 触れら れま したピ ッシ ングに よる 神経組 織の 混入可 能性 に関す る調 査報告

と いうと ころ の総括 の部 分だけ 準備 させて いた だいて おり ます。 それ から、 参考 資料３

はイギリス政府のＢＳＥに関する報告書「 TheＢＳＥ  Inquiry」からＭＲＭに関する部分

を 抜粋し て準 備させ てい ただい てい るもの でご ざいま す。 それか ら、 参考資 料４ は「我

が 国にお ける ＢＳＥ 対策 につい て（ 論点メ モ） 」とあ りま すけれ ども 、前回 の御 議論で



ポ イント とな ったと ころ を事務 局の ほうで 簡単 にまと めさ せてい ただ いた参 考資 料でご

ざ います 。そ れから 、参 考資料 ５は 「第 10回プ リオン 専門 調査会 議事 概要」 とい う紙で

ご ざいますが 、これも前 回の概要を 事務局のほ うでまとめ させていた だいたもの ですが 、

正 確なと ころ は議事 録の ほうで 御確 認いた だく ような 形に なろう かと 思いま す。 それか

ら 参考資 料６ も、こ れま でも何 回も 付けさ せて いただ いて おりま すが 、「我 が国 におけ

る 主なＢＳＥ 対策の経緯 」という資 料でござい ます。これ らの参考資 料につきま しては 、

御 審議の 中で 適宜必 要で あれば 御活 用いた だけ ればと いう ことで 準備 させて いた だいて

お ります 。そ れから 、資 料ナン バー が入っ てい なくて 、本 日、机 の上 に配ら せて いただ

き ました １枚 紙の横 紙で ござい ます が、先 生方 のお手 元に はカラ ーで 、傍聴 の人 には白

黒 で大変 恐縮 ですけ れど も、「 我が 国にお ける ｖＣＪ Ｄリ スクを 考え るには 」と いう資

料 を追加 させ ていた だい ており ます 。なお 、参 考資料 １に つきま して は、大 変量 が多く

な ってお りま すので 、ま ことに 恐縮 ですけ れど も、傍 聴の 方には 、中 身の資 料の タイト

ル の一覧 と、 特に議 論の 上で必 要と 思われ る資 料のみ をお 配りし てお りまし て、 それ以

外 の資料 につ きまし ては 、恐縮 です が、事 務局 で閲覧 可能 となっ てお ります ので 、あら

か じめ御 了承 いただ けれ ばと思 いま す。少 し資 料が多 くな ってし まい ました けれ ども、

以 上でご ざい ます。 不足 等ござ いま したら 、事 務局の ほう にお申 し付 けいた だけ ればと

思います。  

○ 吉川座 長  ありが とう ござい まし た。資 料の ほうはかな りの量です けれども、 大丈夫

で しょうか。 それでは、 議事に入ら せていただ きます。資 料１－１に ありますけ れども 、

豚 由来の たん 白質等 につ いて第 ８回 のこの 調査 会で意 見が 取りま とめ られて 、そ の後、

意 見募集 をし ていた わけ ですけ れど も、先 ほど 事務局 のほ うから 紹介 があっ たよ うに、

資 料 １ － ２ に あ る よ う に 、 ５ 月 26日 の 「 Journal Neuroscience」 に 新 し い 論 文 が 発 表 さ

れ て、そ の内 容がち ょう ど豚肉 骨粉 の安全 性に 関わる 論文 である とい うこと で、 急遽、

事 務局の ほう から各 委員 に配付 して もらっ たと ころで すけ れども 、も う１回 、そ ういう

新 しいデ ータ を含め て調 査会で 議論 してお いた ほうが いい だろう とい うふう に考 え、従

来 のもの に割 り込ん で先 に議論 をし ていた だき たいと 思い ます。 どな たか、 この 論文に

ついて御意見ございますでしょうか。  

○ 山内専 門委 員  こ の論 文が事 務局 から送 られ てきて、私 はすぐにコ メントを送 ったの

で すが、 結局 、この 委員 会では 、豚 肉骨粉 に関 して議 論を してい たと きに、 交差 汚染と

い うとを 念頭 に置い て、 交差汚 染を いかに 防止 するか とい うこと での 議論を 行っ ていた



わ けです 。も う一方 で、 ＥＵで はま だこれ を承 認して いな い。そ れに 対する 理論 武装が

必 要であ ろう という こと で、そ のと きに吉 川座 長は、 ＥＵ の考え 方と して、 １つ は交差

汚 染の防 止、 もう１ つは 同種の 間で のリサ イク ルとい うか 、この 場合 は哲学 とい うよう

な ことと ２つ あるの では ないか とい うこと だっ たので すが 、結局 、議 論とし ては 交差汚

染 のこと しか やらな かっ たので す。 そして 、こ の論文 の場 合には 、こ れは１ つの モデル

で すけれ ども 、不顕 性感 染を起 こす 可能性 があ ると。 これ は、こ の著 者はか なり 強調し

て いる。 そし て、こ の場 合はト ラン スジェ ニッ クマウ スで すが、 豚に アダプ トし たとき

に は、今 度は 同種の もの になる から 急速に 広が ってい く。 そうい う豚 の間で のリ サイク

ル の危険 性と いうも のを 一応提 起し ていた わけ です。 この 問題に つい て、こ の委 員会で

は 全く議 論を してい ない という 現状 があっ たも のです から 、やは りそ の議論 をす べきで

あ ろ う と 思 っ た 次 第 で す 。 そ れ か ら 、 後 で も う 一 度 、 ジ ェ ラ ル ド ・ ウ ェ ル ズ が 去 年

「 Journal General Virology」 に 出 し た 豚 へ の Ｂ Ｓ Ｅ 脳 内 接 種 の 論 文 、 そ れ か ら 、 去 年

の ９月に アメ リカの フォ ートコ リン ズでジ ェラ ルド・ ウェ ルズが やは りこの 問題 を取り

上 げて、 豚の 間での リサ イクル の可 能性を いろ いろ議 論し ている ので す。イ ギリ スの場

合 、 96年 まで に豚の 間で リサイ クル が起き た可 能性は 極め て低い だろ うけれ ども 、そう

い うこと に関 する議 論は 彼はち ゃん として いる わけで す。 そして 、 96年 に肉 骨粉 の全面

禁 止をし てい ますか ら、 そこで 今は 問題が 一応 おさま って いると いう 状況、 こう いった

事 実を踏 まえ た上で 、や はりこ の委 員会と して 議論を して おかな いと 、ＥＵ とか 、ほか

の 国に対 する 理論武 装も さるこ とな がら、 我々 として そう いった 問題 を議論 しな いで済

ますわけにはいかないだろうというふうに思った次第です。  

○ 吉川座 長  ありが とう ござい まし た。今 、山 内委員のほ うから概要 の説明をし ていた

だ いたの です けれど も、 豚由来 たん 白質を 飼料 に利用 する という 中で 、すべ ての ステッ

プ につい ての リスク とい うのを 評価 してき たわ けです 。そ こでは 確か に基本 的に 交差汚

染 のリス クと いう格 好で 議論を して きて、 豚の 感受性 につ いては 、一 番最初 のと きに脳

内 を含め た感 染実験 と経 口で、 種の 壁を越 える という ほど の感受 性は ないと いう データ

は 最初の 紹介 があっ たの ですけ れど も、今 回、 豚のプ リオ ン遺伝 子を 入れた トラ ンスジ

ェ ニック で種 の壁を 越え たとき には 、ほと んど バリア とい うのは なく なる。 ある 意味で

は 、ほか のケ ースも 含め て、予 想さ れるデ ータ ではあ る。 今まで 、そ ういう こと は論理

的 にはあ り得 るとい うこ とをマ ウス のモデ ルを 使って 、実 際にそ うい うふう な格 好で種

の 壁を越 えて しまう と、 豚・豚 の間 でのバ リア という のは ほとん どな くなる とい うこと



を 実験的 に明 らかに した 格好で すけ れども 、自 然感染 とい う経路 では 、今ま での 疫学を

含 めて、 なか った。 それ から、 イギ リスで の汚 染状況 を考 えたと きに は、牛 ・牛 という

Ｂ ＳＥの アウ トブレ イク になっ たわ けです けれ ども、 実際 には豚 の肉 骨粉も 牛の 肉骨粉

も 、肉骨 粉と いう格 好で イギリ スは 利用し てい て、そ れは 豚も牛 も飼 料とし ては 食べて

い たわけ で、 牛のほ うで は回っ たけ れども 、同 じ汚染 量で は豚の ほう では疫 学的 に感染

し なかっ ただ ろうと いう ふうに 考え られま す。 その辺 はこ れまで 特に 議論し てこ なかっ

た ので、 もう １回議 論を 深めて おき たいと 思い ますけ れど も、ど なた か御意 見ご ざいま

すでしょうか。  

○ 小野寺 専門 委員  昔、 吉川先 生と 一緒に 、猿 にスクレイ ピーの材料 を打って脳 内接種

す れば脳 にい くと。 です けれど も、 少なく とも 現代は 自然 で野生 の猿 にプリ オン 病はな

い 。そう いう ところ の１ つのア ナロ ジーに なろ うかと 思う のです が、 結局、 脳内 接種す

れ ばいく けれ ども、 経口 感染は なか なか難 しい んです ね。 ですか ら、 そうい うの もある

し 、やはり自 然にあるか ないかとい うのが１つ のバリアに なると私は 思っている のです 。

そ れは、 よく 私たち でも 、野ネ ズミ にプリ オン 病があ るか と。そ れは 、マウ スで は当然

発症しますから。そういう議論とある程度は似通っていたと思います。  

○ 山内専 門委 員  追 加で すけれ ども 、ジェ ラル ド・ウェル ズが論文の 中で言って いるの

は 、 英 国 で 豚 が Ｂ Ｓ Ｅ に 感 染 を し て 、 リ サ イ ク ル し た 可 能 性 は あ る か も し れ な い と 。

1996年までは would have occurredと言っているのです。ですから、一応そういう可能性

も 前提と して の議論 とい うか、 リス ク評価 は彼 らはや って いると いう ことが 事実 であっ

て 、もち ろん 日本の 場合 にその 可能 性は極 めて 低いし 、現 実には 多分 そんな こと はない

と 思うのです が、理論的 危険性がこ ういうふう に示された ときに、そ れをどう捉 えるか 、

考え方をきちんと整理しておかないといけないのではないかというのが私の提案です。  

○ 吉川座 長  理論的 にリ スク評 価す るとい って も、実際に はかなり難 しい。恐ら く、そ

う いう意 味で 、現実 に起 こり得 たデ ータと すれ ば、イ ギリ スと一 部ヨ ーロッ パで しょう

か 。恐ら く日 本の汚 染規 模では 考え にくい と思 うので 、そ こら辺 のデ ータを どう 解釈す

るか。どなたか御意見ございますでしょうか。  

○ 品川専 門委 員  今 回の これは トラ ンスジ ェニ ックマウス の実験では あるのです が、結

果 として 、こ れは以 前、 豚を直 接使 ったも のと 本質的 に変 わらな い脳 内接種 のほ うで言

っ ている とい うこと です よね。 それ で、や はり 一番大 きな 問題と いう のは、 脳内 接種を

行 えば感 受性 がある とい うこと 、こ れは１ つ、 豚のと きよ りはっ きり してき たと いうこ



と 。それ から 、１代 経過 すれば 、次 は感受 性が 非常に 高く なると いう こと。 これ もほか

の ところ では わかっ てい たので すが 、現実 の問 題とし て示 された とい うこと です 。一番

大 事な問 題は 、今、 話題 になっ てい るもの とい うのは 、自 然の状 態の 中で豚 にど れだけ

感 染が入 って いくか とい うこと にな るわけ です 。この 自然 の状態 で、 餌を介 して 感染と

い うのは 、結 果とし て豚 のほう では 経口感 染が 成功し てい ないわ けで すね。 これ は実験

の ほうで はや られて いな いとい うこ とがあ るも のです から 、ここ の中 だけで リス ク評価

をしろというのは非常に難しいように思うのですが、いかがでしょうか。  

○ 吉川座 長  難しい とは 思うの です けれど も、 確かにエビ デンスとし ては、実験 では経

口 感染が いか ない。 それ から、 リス クとし て考 えたと きに 、豚も 牛も ある意 味で は同じ

よ うな飼 料を 食べて 、牛 ではあ れだ けのア ウト ブレー クに いった のに 対して 、豚 では回

転 した可 能性 は論理 的に はある かも しれな いけ れども 、現 実的に 牛の ような アウ トブレ

ー クはど この 国も起 こら なかっ たと いうこ とは 事実だ と思 うので す。 それを どう 評価す

るかということになるかと思うのです。  

○品 川専門委員  昔のこと だからあま り覚えてい ないのです が、豚の実 験をやった 場合、

経 口感染 を行 ってい ると 思うの です 。その とき の投与 した 量と、 実際 、自然 界で 餌とし

て 取り込 まれ る量と どの 程度か とい うよう な推 定はあ る程 度可能 では ないか と思 うので

す 。その 場合 に、実 際、 実験感 染の ほうが 投与 されて いる プリオ ン量 が多い と思 うので

す が、そ れで 発症し なか ったと いう 、そこ のと ころが 今は わから ない のです が、 はっき

り すると 、感 染して いた リスク がか なり小 さい という こと が推定 でき るので はな いかと

は思うのですが。  

○ 山内専 門委 員  私 も、 今、品 川委 員の言 われ た考え方で いいと思う のです。た だ、日

本 の場合 に、 恐らく 感染 のチャ ンス は極め て低 いだろ う。 また、 感染 量もほ とん どない

だ ろう。 そう いった こと をきち んと 論点と して 整理を して おかな いと いけな いの ではな

い か。単 純に リスク 評価 をする とい うよう な話 にはな らな い。や はり 定性的 なあ る意味

の 評価と いう ことで あっ て、そ の辺 の論旨 とい うのは まだ 全然整 理が できて いな かった

と いうこ とを 言って いる わけで す。 ですか ら、 もしも 今の ような 議論 で、あ とは 交差汚

染 をしっ かり 守るよ うな 条件が 満た されれ ばい いんだ とい うので あれ ば、そ れは １つの

考え方で、決してそれがまずいと言っているわけではありません。  

○ 吉川座 長  整理す ると 、新し い論 文とし てモ デルが出て きたけれど も、実際に ここで

行 われた エビ デンス とい うのは 、豚 で既に やら れたも のに 新たな ノイ エスを 加え るもの



で はない 。そ れから 、種 の壁を 越え たとき にバ リアが 低く なると いう ことは ある 程度予

想されたことであって、それを裏づけたということであると。  

○ 山内専 門委 員  た だ、 この論 文で は、不 顕性 感染が起こ るというこ とが新たな ノイエ

ス と言っ てい るので 、そ れは無 視で きない と思 うので す。 それで 、ジ ェラル ド・ ウェル

ズ は、不 顕性 感染は ある かもし れな いと。 だけ ど、そ の証 明をす るた めには 、も う一度

豚 に接種 をす るか、 もし くは豚 型の トラン スジ ェニッ クマ ウスに 接種 しなけ れば わから

な いだろうと いうことで 実験をやっ ていない。 ですから、 そこはやは り違うと思 います 。  

○ 吉川座 長  わかり まし た。た だ、 実際の 疫学 的な観点と すれば、十 分に回転の いく期

間 、汚染 され た豚同 士の 回転の 中で 、牛の アウ トブレ ーク に対し て、 豚での アウ トブレ

ー クとい うの は起こ らな かった とい うのが もう １つの エビ デンス にな る。そ れか ら、日

本 での牛 の汚 染量と いう ものを 考え れば、 直接 、豚で 回転 したと いう 可能性 は考 えられ

な い。そ れか ら、今 後、 ここで 議論 になっ た豚 由来た ん白 を、あ のと きのす べて の過程

に ついて の評 価をし てい ったわ けで すけれ ども 、そう いう 法的措 置を とった 上で 、豚で

の 回転が 起こ り得る かと いうこ とを 考えた 場合 には、 ほと んど起 こら ないだ ろう と。そ

んなところでいいでしょうか。  

○ 金子専 門委 員  今 の結 論と少 し離 れて、 もっ と早くすれ ばよかった のですが、 私、質

問 が１つ あり ます。 不顕 性感染 とい う言葉 で言 われて いま すけれ ども 、この デー タで見

る 限り、 種の 壁があ るに しても 、や はりバ リア を越え てし まうこ とは 間違い ない と思う

の です。 例え ば経口 感染 が成功 して いない とい っても 、例 えば 10頭、 20頭、 ある いは 50

匹、  100匹のレベルでは、ただ単に検出できないだけかもしれない。十分な期間をかけ

て 研究が でき ていな いか もしれ ない 。つま り、 実際に と殺 された り、 あるい は飼 育され

て いる頭 数と いうの は実 験室レ ベル よりも はる かに多 くな るわけ です から、 これ はまさ

にバリアントＣＧＤのヒト型のトランスジェニックマウスと同じ話になるわけで、  100

匹のネズミで検出できなくても、実際には  300万人、  600万人に１人という非常に低い

率 で起き てし まった こと が事実 とし てある わけ で、豚 の場 合も、 そう いう前 の教 訓を考

え ると、 やは り実験 的デ ータか らす ると経 口感 染が起 きる 、不顕 性感 性が起 きる 可能性

は あるか もし れない とい うのは 、確 かにそ うだ と思い ます 。私が 一番 思って いる のは、

豚 のと殺 年齢 だと思 うの です。 つま り、牛 の場 合はか なり 長期間 、飼 育され てい て、脳

の 中で十 分プ リオン が増 殖する 時間 があっ たた めに、 これ が顕性 化し てしま った という

ふ うに考える べきかなと 思っていて 、私が聞い た限りでは 、豚という のは、 12か 月とか 、



若 くして みん なと殺 され てしま う。 つまり 不顕 性感染 が顕 性化す るだ けの十 分な アンプ

リ フィケ ーシ ョンの ピリ オドが ない という か、 時間が ない ために 、目 立った 形で そうい

う アウト ブレ ークが 起こ らなか った ような 理解 をして いる のです 。だ から、 と殺 年齢が

ど のぐら いか という のは 、豚に 関し ては牛 とか なり違 うの ではな いか 。そう いう あたり

のデータがもしあれば教えていただければと思うのですけれども。  

○ 吉川座 長  牛に、 特に ホルス タイ ンの乳 牛に 比べれば、 豚のほうが ずいぶん早 いこと

は 事実だ と思 うので す。 ただ、 感染 実験を やっ たとき は、 あれは 豚の 経口感 性を したの

はかなり長くおきましたよね。  

○ 山内専 門委 員  ７ 年間 みてい ます 。今の 金子 委員の議論 にもう少し 付け加えた いので

す けれど も、 豚の場 合に は、ラ イフ スパン が短 いから 、こ こでそ れが リサイ クル に回る

こ とはま ずな いだろ うと 考えて いい と私は 思う のです 。で も、豚 でも 、種豚 とか 何か長

生 きさせ るの がある わけ ですね 。で すから 、も しも肉 骨粉 という こと を許可 する のであ

れ ば、こ れは 回さな いと か、何 か１ つ安全 対策 はやは り必 要では ない か。通 常の 年齢以

下 のもの が肉 骨粉と して 回って いる 分には 問題 ないと 思い ますけ れど も。で すか ら、そ

う いった 面も 考慮し なけ ればい けな いので はな いか。 そし て、仮 にか なりの 年齢 の豚で

そ ういう こと が起こ った とすれ ば、 これは １頭 でも起 これ ば、結 局、 ＢＳＥ も最 初は１

頭 から恐 らく 始まっ たの だろう 。そ ういっ たこ とまで 念頭 に置け ば、 どこか でそ ういう

安全担保が要るのではないかというふうに思います。  

○ 金子専 門委 員  私 も、 種豚の お話 を前に どな たかから伺 って、その 点は１つ気 がかり

だ ったと いう ことと 、前 回か前 々回 か、こ うい う豚の 肉骨 粉を解 禁す るとい うの は、も

し これが 通れ ば、日 本が 世界で 初め てとい うこ とにな ると いうこ とで 慎重な 議論 をとい

う 話を私 も申 し上げ た記 憶があ るの ですけ れど も、山 内先 生がお っし ゃった とお りだと

思います。やはり慎重にいろいろなところを考えるべきだろうと思います。  

○ 吉川座 長  ほかに 御意 見ござ いま すでし ょう か。それで は、大きく まとめると 、マウ

ス の実 験、そ れか ら豚の vivoの 実験 を併 せて、 感受 性は低 いけ れども 、不 顕性感 染を含

め て感染 は否 定でき ない 。ただ 、実 際の疫 学デ ータか ら考 えれば 、感 受性は 相当 低いだ

ろ うし、 回転 の効率 とい う点で 考え ると、 と場 での牛 に比 較した とき に、蓄 積年 齢に達

し ない前 に処 理され る。 そうい う意 味での 感染 カンを 絶た れると いう のは変 です けれど

も 、リス クが 牛に比 べれ ば非常 に低 いとい う点 。それ から 、日本 の汚 染度と 、今 後とら

れ る対策 の中 で、回 転す るかと いう リスク を考 えれば 、そ れはほ とん ど考え られ ない。



た だ、種 豚の ような 格好 で数年 にわ たって 生き るもの につ いては 、必 ずしも その リスク

を 無視し ない ほうが いい 。端的 に言 えば、 それ は肉骨 粉と して利 用し ない。 そん なとこ

ろ でいい でし ょうか 。で は、そ の辺 のとこ ろを 少し書 き加 えた格 好で 、もう １回 事務局

と 相談し て、 文章を 校正 して委 員の ほうに 回し ます。 それ で問題 なけ れば、 食品 安全委

員 会のほ うに 提出し ても らうと いう ことに した いと思 いま す。事 務局 のほう 、い いです

か。  

○宮嵜評価調整官  はい。  

○ 吉川座 長  それで は、 先ほど 言い ました よう に、報告書 は付け加え た格好で当 調査会

の 報告と いう 格好に した いと思 いま す。ま た、 引き続 き関 連情報 があ れば収 集に 努めて

調 査会に かけ たいと いう ふうに 思い ます。 それ では、 次の 議事、 前回 からの 引き 続きに

な ります けれ ども、 我が 国のＢ ＳＥ 問題全 体に ついて のほ うに移 りた いと思 いま す。最

初 に言い まし たよう に、 前回、 厚生 労働省 及び 農林水 産省 から、 それ ぞれの ＢＳ Ｅの対

策 についてか なり細かく 説明してい ただきまし た。本日も 、それに引 き続いて追 加説明 、

質 疑応答 を行 いたい と思 います けれ ども、 特に 前から 委員 の中で いろ いろと 質疑 のあっ

た 、と畜 場に おける ＢＳ Ｅの検 査、 それか ら特 定危険 部位 （ＳＲ Ｍ） の除去 の実 施状況

に ついて 、今 日は少 し突 っ込ん で議 論をし たい という ふう に思い ます 。それ で、 食肉検

査 所の方 に来 ていた だい ており ます ので、 その 実情に つい て概要 を紹 介して いた だきた

い と思い ます 。説明 者で すけれ ども 、東京 都芝 浦食肉 衛生 検査所 の舩 山課長 さん 、それ

か ら北九州市 立所肉セン ターの小橋 所長、お２ 方に来てい ただいてお ります。そ れでは 、

まず舩山課長さん、よろしくお願いします。  

○ 舩山検 査課 長（東 京都 芝浦食 肉衛 生検査 所）  それでは 、芝浦食肉 衛生検査所 におけ

ま すＢＳ Ｅ対 応とい うこ とで御 説明 させて いた だきま す。 まず、 前段 として 押さ えてお

きたいのは、現在、芝浦と場では、大動物の牛が１日  350頭、毎日です。それから、豚

が平均で  1,000頭ぐらいということで搬入されてきております。それで、大動物の牛の

ほ うが２ライ ン、小動物 の豚のほう が２ライン 稼働という ようなこと で動いてお ります 。

で は、最初に 、ＢＳＥ検 査の組織及 び検査体制 ということ でお話しさ せていただ きます 。

資 料２－ １の ①を見 てい ただき たい のです が、 芝浦食 肉衛 生検査 所は 、本所 が品 川にあ

る という こと ですが 、八 王子に も支 所がご ざい ます。 それ で、本 所は 管理課 と検 査課と

い うふう に２ 課に分 かれ ます。 それ で、私 が検 査課長 とい うこと です が、検 査課 は食肉

検 査係と精密 検査係とい うふうに２ 係になって おります。 それで、と 場内のと畜 検査は 、



食 肉検査 係の と畜検 査員 が中心 にな って行 って いると いう ことで ござ います 。獣 医師で

あ ると畜 検査 員は専 任で 40名。 この 真ん中 辺に 「と畜 検査 員」と 書い てあり ます が、検

査 課から いき ますと 35名 と書い てあ ります 。そ の下に 精密 検査係 が４ 名。こ れが 39名で

す が、右 へい きまし て「 再任用 」と いうの が１ ござい ます が、こ れも 獣医師 です ので、

一 応 40名 配置 してい ると いうよ うな 状況に なっ ており ます 。それ で、 大動物 、牛 のほう

の 検査ラ イン には獣 医師 を 12名 を配 置して いま す。そ れか ら、小 動物 のほう には 10名。

疾 病をも った 牛など を検 査する 病畜 トシツ とい ったも のが あるの です が、そ こに ２名。

そ れから 、Ｂ ＳＥ検 査担 当が 12名と いうふ うに なって いま す。ま た、 必要に 応じ て精密

検 査が必 要と なる場 合に 、精密 検査 に検体 を持 ってい くこ とにな るの ですが 、そ こに４

人 という こと で、ト ータ ル 40人 を配 置して おり ます。 その ほか、 と畜 検査な どを 円滑に

進 めるた め、 獣医衛 生補 佐員、 ある いは嘱 託員 を大動 物及 び小動 物の 解体ラ イン とか、

あ るいは ＢＳ Ｅの検 査に 配置し てい るとい うよ うな状 況で ござい ます 。では 、次 にＢＳ

Ｅ の 検 査 の 状 況 で す が 、 私 ど も で 視 察 に 来 た 方 に 使 う も の で す が 、 「 Ｂ Ｓ Ｅ 検 査 の 流

れ 」のほ うを 見てい ただ きたい と思 います 。Ｂ ＳＥ検 査は 、平成 13年 の 10月 18日 から全

国 一斉に スク リーニ ング 検査を 開始 したわ けで すが、 現在 の検査 状況 、平成 16年 の３月

31日までの数値は、この２年半に芝浦食肉衛生検査所では 19万  2,000頭の検査を行って

い ます。 ちな みに、 昨日 までの 検査 ですと 、６ 月 17日 にな ります が、 約 21万 頭の 検査を

行 ってお りま す。ま ず、 生体検 査と いうも のを 行いま す。 この生 体検 査には 、例 えば牛

が 疾病を もっ ていな いか 、膿瘍 がな いか、 あた り、筋 炎と いうの です けれど も、 そうい

っ たもの がな いかど うか チェッ クを 行う。 それ と含め まし て、Ｂ ＳＥ を疑わ せる ような

症 状がな いか 。起立 不能 、震え 、痙 攣がな いか という のも チェッ クを 行って おり ます。

私 ども、 大動 物には 12名 配置し てお ります が、 10名の と畜 検査員 が朝 ７時 15分に 係留所

に 出てい きま して、 複数 の目で チェ ックを 行っ ていま す。 そうい った 神経症 状が ないか

な どをチ ェッ クして おり ます。 それ で、 12名の うちの ２人 は搬入 枝肉 の監視 に行 くとい

う ことに して おりま す。 それで 、そ の生体 検査 に合格 しま したら 、牛 はスタ ンニ ング、

私 どもは たた き場と 言っ ている ので すが、 たた き場に 送ら れます 。そ こで胴 体と 首が切

除 されま す。 このと きに 、ＢＳ Ｅの 個体識 別を すると いう ことで 合札 を付け ます 。胴体

の ほうに １つ 、首吊 りに 付ける ので すが、 それ と頭部 の端 頭のほ うの ２か所 に合 札を付

け ます。 そし て、牛 の頭 部は頭 の検 査室に 送ら れるこ とに なりま す。 そこで 、「 検体採

取 （延髄 ）」 と書い てあ ります が、 ＢＳＥ 検査 担当の と畜 検査員 がＢ ＳＥ検 査の 延髄を



サ ンプリ ング すると いう ことに なり ます。 この 際、と 畜検 査員は 合札 の番号 につ け間違

え がない かと か、取 れた ものは ない かとか 、そ ういっ たも のを確 認す る。検 査補 助を行

っ ており ます 嘱託員 とと もに確 認す るとい うこ とにし てお ります 。こ のサン プリ ングし

た延髄は、私どもはビニール袋を使っていますが、小さいビニール袋に、  350頭ありま

すので、事前に  350番まで手書きで、はっきり言ってマジックで書いているわけですけ

れ ども、 記入 して使 って おりま す。 それで 、２ ライン 稼働 してい ます ので、 検体 が 60検

体 程度集 まり ました ら、 その延 髄を ＢＳＥ 検査 室に搬 送す るとい うこ とにな りま す。で

す から、 大体 １日に ５回 ぐらい 往復 すると いう ことに なり ます。 この 延髄の 採材 は大体

朝 の８時から 12時半ぐら いには終了 するという ことになり ます。これ が終了しま したら 、

ま たＢＳ Ｅ検 査のほ うに 戻ると いう ふうに なり ます。 次に 、ＢＳ Ｅ検 査室に 送ら れた延

髄 は、番 号を 確認し てサ ンプル の精 製に入 ると いうこ とで ござい ます 。皆さ んの 前で僣

越 ですが 、簡 単にス クリ ーニン グ検 査を説 明さ せてい ただ きます 。ま ず、延 髄か ら閂部

分 を一定量採 ります。そ して、細胞 破砕機で乳 剤化すると いうことに なります。 そして 、

プ ロテア ーゼ Ｋとい う酵 素を加 えま して、 正常 なプリ オン たん白 質を 分解し 、そ して異

常 プリオ ンを 採り出 すと いうこ とで す。そ して 、サン プル 精製が 終わ るとい うふ うにな

り ます。 この 工程が 終わ り次第 、プ レート に打 つこと にな るので すが 、私ど も芝 浦では

90検 体精 製す るのに 大体 ２時間 半ぐ らいか かっ ている かな という こと でござ いま す。次

の  ELISAの工程に入るわけですが、今、当所は自動分析装置を４台使っております。そ

ういった関係もあるわけですが、判定結果が出るまで３時間、  ELISAの工程が３時間と

いうことで、大体５時間 30分ぐらいかかるのかなと。ですから、私どもは今  350頭でプ

レ ートを ４枚 使うこ とに なりま すの で、大 体４ 枚目の 結果 が判明 し、 後片付 けを するト

午 後７時 ぐら いにな るか なとい うよ うな状 況で ござい ます 。万が 一、 ４枚目 のプ レート

が 陽性が 出た といっ たよ うな場 合に は、再 度検 査を行 うと いうこ とに なりま すの で夜の

10時、 11時というふうになってしまう。したがって、また翌日も  350頭というような検

査 を行わ なけ ればな らな いとい うこ とで、 都の ＢＳＥ 検査 の東京 ルー ルがあ るわ けです

が 、結構 厳し い状況 だな という こと でござ いま す。そ れで 、今ま での ２年半 の１ 回目の

陽性率の平均は、  1,000頭当たり２～３頭出ています。したがって、当検査所では２日

に １回ぐ らい は疑陽 性が 出て、 夜遅 くにな るの が実態 にな ってい ると いうこ とで ござい

ま す。も ちろ ん、２ 回目 に陽性 が出 れば、 国の 検査機 関に 送りま して 確認試 験を 行うと

い うこと でご ざいま す。 今まで 私ど もは 18検体 、国の 国立 感染症 研究 所等に 送っ ており



ま すが、 それ らはい ずれ も陰性 にな ってい ると いう状 況で ござい ます 。それ から 、ＢＳ

Ｅ 検査の 担当 につい ては 、検査 技術 の平準 化や レベル アッ プを図 ると いうこ とで 、毎日

の ミーテ ィン グの開 催。 朝、ミ ーテ ィング して おりま す。 それか ら、 職場内 研修 とか、

検 査の手 順や 時間、 温度 管理を 遵守 し、透 明性 の高い 、信 頼性の ある ＢＳＥ 検査 を行う

た め、精 度を 高める ため の努力 をし ており ます 。また 、的 確な検 査を 実施す るた め、ペ

ア システ ムで ２人が １組 になっ ての 検査や 、あ るいは 時間 に追わ れま すので 、作 業動線

な どの工 夫も 行って いる という こと でござ いま す。さ らに は、Ｄ ＶＤ で検査 手順 をつく

り まして 、所 のと畜 検査 員の研 修な どにも 活用 し、総 合応 援体制 、Ｂ ＳＥの 検査 担当だ

け が検査 でき るので はな くて、 と畜 検査で 現場 に入っ てい る者も でき るよう な体 制を目

指 してい ると いうこ とで ござい ます 。これ がＢ ＳＥの 検査 の状況 でご ざいま す。 それか

ら もう１ つ、 ＳＲＭ 除去 につい てで す。こ れは 資料が ない のです けれ ども、 まず 、私ど

も は管理 課と いうの があ るので すが 、組織 図で いきま すと 業務係 とい うのが あり ます。

そ こにと 畜検 査員が ３人 おりま す。 これが 中心 となっ て、 と畜場 内の 監視・ 指導 に当た

っ ていま すが 、さら には 場内に 入っ ている と畜 検査員 と一 緒にな って ＳＲＭ の除 去を行

っ ている 、確 認をし てい るとい うこ とでご ざい ます。 まず 、１つ 目が ピッシ ング の実施

状況ですが、芝浦と場では、何度も申しますが、１日当たり  350頭、毎日と畜・解体処

理 をやっ てい るとい うこ とで、 限ら れた時 間内 にと畜 ・解 体作業 を行 うとい うこ とで、

職 員の危 険回 避とい いま すか、 安全 を図る とい うよう なこ とで、 これ は食肉 市場 の判断

に なるの です が、ピ ッシ ングは 行っ ていま す。 ピッシ ング ワイヤ ーは 合成樹 脂で コーテ

ィングされているのですが、  350頭分のワイヤーを用意しまして、１頭ごとに交換し、

作 業終了後は 厚生労働省 さんの通知 に基づきま して、２％ の次亜塩素 酸ソーダに 浸漬し 、

消 毒を行 って います 。な お、当 初、 私ども 検査 所とし ては 、ピッ シン グにつ いて は、食

肉 市場に 対し ては自 粛と いうよ うな ことで 要請 を出し てお ります 。こ れがピ ッシ ングの

状 況でご ざい ます。 それ から、 脊髄 除去の 方法 ですが 、芝 浦と場 では 、背割 りの 前に吸

引 方式に よっ て行っ てお ります 。吸 引時間 は大 体 60秒 ぐら いにな るで しょう か。 この吸

引 除去に つい ては、 検査 所のと 畜検 査員が 背割 りして 洗浄 後、自 動洗 浄器に 入っ た後の

枝 肉の検 査ポ イント にお いて脊 髄除 去を確 認し ており ます 。また 、そ のポイ ント では硬

膜 も除去して いますので 、併せてそ れを確認と いうような ことを行っ ています。 それで 、

も う１回 洗浄 が入り ます 。それ で、 再度、 私ど もは検 査員 を１人 配置 しまし て、 除去の

最 終確認 を行 ってお りま す。こ うい ったこ とで 食肉の 安全 確保を 図っ ている とい うこと



で ござい ます 。それ から もう１ つ、 回腸遠 位部 につい てで すが、 回腸 遠位部 は一 般のと

畜 検査後 、盲 腸から ２メ ートル 、こ れは確 実に 除去し てお ります 。こ れらに つい ても、

適 時監視 を行 って確 認を してい ると ころで ござ います 。芝 浦食肉 衛生 検査所 のＢ ＳＥ対

応はこのぐらいの説明で終わらせていただきます。  

○ 吉川座 長  ありが とう ござい まし た。質 問の ほうは後で 一緒に行い たいと思い ます。

続いて、北九州市立食肉センターの小橋所長、お願いします。  

○ 小橋所 長（ 北九州 市立 食肉セ ンタ ー）  北九 州の小橋で す。資料２ －１の②に ３枚ペ

ー パーを 付け てあり ます けれど も、 ＢＳＥ 対応 の状況 とい うこと で、 １枚目 は３ 項目書

い ていま すけ れども 、「 北九州 市立 食肉セ ンタ ーの特 徴」 という こと と、２ 番目 は「Ｂ

Ｓ Ｅ検査 を含 む食肉 ・食 鳥肉検 査」 、もう １つ は「と 畜場 経営者 のＢ ＳＥ対 応」 という

こ とで書 いて おりま す。 基本的 には 、法に 基づ いて厚 生省 の指導 であ ったり 、一 緒に協

議 してい る全 国食肉 衛生 検査所 協議 会とい うの があり ます けれど も、 ここの 判断 基準等

で 統一的 なこ とをや って いるの で、 基本的 には 一緒で す。 ただ、 もろ もろの 、例 えば延

髄 を採取 する ときの 道具 は、う ちは グレー プフ ルーツ を取 る道具 を改 良した もの を使っ

た り、さ っき チュー ブの 話も出 まし たけれ ども 、延髄 をど ういう もの で入れ ると か、い

ろ いろ試 行錯 誤して 変え たりし てい ますが 、そ ういっ た違 いはあ りま す。１ 枚目 でお話

し したい のは 、私の とこ ろは衛 生担 当の保 健福 祉局が 所管 になり ます けれど も、 私は北

九 州市食 肉衛 生検査 所の 所長で あり ますし 、食 肉セン ター という 、と 畜場の 管理 者でも

あ ります 。そ ういう こと で、先 ほど 芝浦さ んは 市場に こう いうふ うに 指導す ると いうよ

う なこと があ りまし たけ れども 、私 は自分 で指 導して 、自 分でや らな ければ いけ ないと

い う よ う な こ と が あ り ま し て 、 メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト が あ り ま す 。 そ れ で 、 ２ 枚 目 の

「 北九州市立 食肉センタ ーの機構と 組織」とい う表を見て いただきた いのですけ れども 、

管 理業務 は事 務職員 ２人 。一般 職員 １名と 係長 １名で す。 この人 たち は必ず ３年 で異動

し ます。それ と、技術職 員としては 獣医師。私 は獣医師で すけれども 、検査一係 、二係 、

こ れは事 務分 掌は全 く一 緒です 。係 が多い ので ２係に なっ ている とい うこと です けれど

も 、検査 係が 係長を 入れ て 12名 です 。それ から 、嘱託 です けれど も、 食鳥検 査法 が始ま

っ て、食 鳥検 査員を 雇用 してい たの ですけ れど も、人 員の 確保が 非常 に難し くて 、平成

９ 年から 食鳥 検査は 嘱託 獣医師 お２ 人を雇 用し まして 、１ 週間交 代も しくは １日 交代と

い うこと で１ 人。そ れと 、私の ほう の 12名 の検 査員を ３日 もしく は４ 日交代 で、 厳密に

言 うと、 朝６ 時とい うよ うな勤 務形 態です ので 、毎日 交代 になる と体 のバラ ンス が崩れ



て 調子が 悪く なるの で、 ３日と か４ 日とい うこ とでや って います 。そ れで、 ＢＳ Ｅの検

査 が始ま りま して、 14年 度に嘱 託の 獣医師 を１ 人増員 して いただ きま した。 今こ ういう

状 態で、 嘱託 の方を 入れ て 17名 体制 でやっ てい ます。 先ほ ど芝浦 のほ うから 概ね の配置

の 話があ りま したけ れど も、私 のと ころは ＢＳ Ｅの検 査担 当とい うこ とで、 終日 ですけ

れ ども、 工場 に入っ て延 髄の採 取か ら最終 的な ところ まで ３名で やっ ていま す。 現場で

の と畜検 査は 、牛が ６名 、豚が ３名 で回す とい うよう なこ とでや って います 。先 ほど芝

浦 さんの ほう は、精 密検 査の話 であ るとか 、生 体検査 とか 、病チ クと いうよ うな ことが

あ りましたけ れども、今 のところは 、そういう 要員を前は 配置してい たのですけ れども 、

今 は余裕がな いので、 13年 以降はこ ういうギリ ギリノ現場 仕事の人間 でやってお ります 。

こ れを御 覧に なって いた だいて もわ かると おり 、事務 員２ 人と私 とで と畜場 の経 営をや

っ ており ます 。「食 肉セ ンター の特 徴」の とこ ろで、 １は そうい うこ とです けれ ども、

２ でＢＳ Ｅ以 外のと 畜場 の管理 業務 、これ はか つては すべ て職員 でや ってい たの ですけ

れ ども、 こう いう業 務は すべて 委託 化をし てお りまし て、 各社が やっ ており ます けれど

も 、例え ばＳ ＢＥ問 題が 出てき て、 この仕 事を 誰に割 り振 るかと いう のは契 約に 入って

お りませ んの で、そ うい う新し い業 務をど うす るかと いう ような こと はこの ３名 で考え

て や ら な い と い け な い と い う よ う な 状 況 が あ り ま す 。 ２ 番 目 の 「 Ｂ Ｓ Ｅ 検 査 を 含 む 食

肉・食鳥肉検査」ですが、さっきは食鳥肉のことも含めて話しましたけれども、 3 枚目

に 「検査 手順 」とい うチ ャート があ ります 。基 本的に は、 これは 芝浦 さんと 一緒 ですけ

れ ども、 うち のチャ ート には管 理業 務があ りま すので 、そ の業務 を付 記して あり ます。

Ｂ ＳＥが 発生 して以 来、 家畜の 搬入 、生体 検査 で変わ って いるの は、 今は前 日搬 入を旨

と してお りま す。よ ほど のこと でな いと当 日搬 入は受 け付 けない とい うよう な形 でやっ

て います 。前 日搬入 をし て、前 の日 に生体 検査 をやり ます 。それ で、 翌日、 私の ところ

は ７時な いし ８時の 間に 早く来 た者 が生体 検査 をやる 。勤 務時間 は８ 時から です けれど

も 、あと 時間 が押し てお ります ので 、８時 にな るとス タン ニング を始 めると いう 格好に

な ってい ます ので、 生体 検査を その 前に終 わら せてお かな くては いけ ないと いう ような

格 好になって おります。 生体検査で 合格したも のについて は、と殺・ 解体を許可 します 。

そ のとき に、 頭部が まず 出るわ けで すけれ ども 、その 後、 内臓、 枝肉 検査を する 工程で

大 腸、小 腸が 出たと きに 回腸切 除、 解体工 程で 内臓が ない 、手足 がな い、皮 をむ いた状

態 になりまし たら、脊髄 吸入をする とか、そう いった工程 があリます 。これにつ いては 、

一 部解体 作業 に伴う 業務 として 、個 体識別 の関 係もあ るの ですけ れど も、ジ ヒョ ウの摘



出 につい ては 解体作 業組 合に委 託し ており ます 。合札 関係 はすべ て検 査員が やっ ており

ま す。合 札も 手づく りで ーパー デパ チッと 打つ ような 機械 でやっ てい ますけ れど も、い

ろ いろ試 行錯 誤しな がら 、だか ら、 前日に 頭部 の分、 内臓 （肺・ 心臓 ・レバ ー・ 小腸）

各 部位に つい て、翌 日の と畜予 定頭 数分プ ラス αの合 札を 付ける 。も しくは 、付 けにく

い 場合は 食用 検査で 検印 に使う 食用 色素が あり ますの で、 それで 数字 を書い たり してや

っ ており ます 。この ほか につい ては 、今、 うち の解体 室に 併設し て検 査・保 留用 の冷蔵

庫 という のが ありま すけ れども 、そ この保 留用 の冷蔵 庫で 検査終 了ま で保管 して おりま

す 。その 後は 、また 今度 は違っ た産 廃運搬 収集 業の許 可を 持った 会社 に委託 して 搬出す

る という よう なこと もや ってお りま す。ル ーチ ン業務 では たまに は５ 時ぐら いに 終わる

こ とがあ るの ですけ れど も、な かな かうま くい かない ので 、ほと んど 翌日と いう ことに

な ってお りま す。特 定部 位の採 り出 しであ った り、運 搬で あった りと いうの が新 たな管

理 業務と して 出てき たわ けで、 今、 特定部 位に 関して はす べて焼 却と いうこ とで やって

お ります 。こ の焼却 につ いては 、市 が経営 して おりま す環 境セン ター 、清掃 工場 ですけ

れ ども、 保健 福祉局 長か ら環境 局長 あてに お願 いをし て、 焼却炉 を減 免して 焼却 してい

た だいて おり ます。 通常 、この 焼却 がかな りの 額にな るの で、通 常は トン当 たり １万円

ぐ らいに なり ますの で、 下に例 示で 書いて あり ますけ れど も、頭 部全 部にな りま すと頭

部 だ け で 18キ ロ ぐ ら い あ り ま す の で 、 18キ ロ ×頭 数 ×１ 万 円 と い う 費 用 が か か っ て お り

ま す。検 査の フロー とＢ ＳＥの 特定 部位の 処理 工程の 概ね につい ては そうい うこ とです

け れども 、検 査結果 が出 るのは どう しても 夕方 になり ます ので、 次の 日まで 保管 すると

い うことにな っています ので、すべ てのものを 場外に出し てはいけな いという事 なので 、

爪 先から 角先 から皮 から みんな 出せ ないの で、 20ピー トの 冷凍コ ンテ ナを４ 機据 えまし

た 。これ に電 気代が 常時 かかる わけ ですけ れど も、プ ラス 内臓関 係は 傷みが 早い ので、

翌 日にな ると 商品価 値が なくな るの です。 私た ちが見 ても 、夏場 は確 実にも うだ めだな

と いう感 じだ ったの で、 求めに 応じ て製氷 機を 購入し まし て、内 臓の 冷却は 氷を 打って

－ ５℃の 冷凍 コンテ ナに 入れて いる という こと で対応 して おりま す。 戻りま して 、ＢＳ

Ｅ 検査を 含む 食肉・ 食鳥 検査に つい てです けれ ども、 １番 、２番 は先 ほど話 させ ていた

だ きまし たけ れども 、３ 番、Ｂ ＳＥ の検査 開始 以来、 すべ てがＢ ＳＥ 中心で 回転 してお

り 、他の 検査 は質量 とも に低下 して いる。 廃棄 処分、 これ は尿毒 症で あった り、 水腫で

あ った、 黄疸 であっ たり 、敗血 症く さいな とい うのが あり ますと 、判 定する ため には最

低 やらないと いけない検 査なのでこ れはやって おりますけ れども、調 査研究であ ったり 、



Ｏ 157 もＨＡＣＣＰ対応での衛生管理も大事でしょうけれども、なかなか手が回らない

と いうよ うな 状況が あり ます。 実は 私、九 州の 公衆衛 生獣 医師協 議会 の副会 長を やって

お りまし て、 いろい ろな 学会論 文を 審査し ます けれど も、 平成 13年度 という のは 論文は

ほ とんど 出な かった ので すが、 その 後も質 量と もに低 下し ている なと 。充実 した 調査研

究 につい てま だ回っ てい ない。 まだ ＢＳＥ に振 り回さ れて いるな と。 うまい 検査 方法が

で できて ２時 間で終 わる とか、 何か ＢＳＥ 検査 オンリ ーで ない体 制に しない とい ろいろ

危 惧され る面 がある なと いうふ うに 感じて おり ます。 それ から４ 番で すけれ ども 、先ほ

ど も申し 上げ ました とお り、私 のと ころの と畜 場で７ 億円 ぐらい の金 をマネ ージ メント

し ていま すけ れども 、と ても３ 人で できる もの ではあ りま せんの で、 食肉衛 生検 査所の

職 員は私 の部 下です ので 、先ほ ど荷 札、合 札の 話もし まし たけれ ども 、いろ いろ な面で

検 査員の 応援 をいた だい ており ます 。これ も、 ひいて は調 査研究 の障 害には なっ ている

と 思いま すけ れども 、や らない とい けない こと をやら ない といけ ない という こと で、が

ん ばって やっ てもら って おりま す。 個体識 別シ ステム の 10桁 表示 、そ れから ＤＮ Ａ鑑定

の サンプリン グが 12月か ら法的に 30万 円の罰金 をいただく ようになる わけですけ れども 、

ま た、６ 月１ 日から は、 せき柱 の円 滑化推 進事 業で枝 肉確 認票の 発行 事務を やっ ており

ま すけれ ども 、こう いう 事務も やっ ており ます 。３番 は「 と畜場 経営 者のＢ ＳＥ 対応」

で すけれ ども 、先ほ どの 芝浦さ んの お話と 私の ところ の話 でおわ かり だと思 いま すけれ

ど も、検 査の 規模も 全然 違いま す。 と畜場 の経 営の規 模も 違いま す。 聞くと ころ により

ま すと、 ＤＮ Ａのサ ンプ リング もそ うです けれ ども、 全国 60ぐら いの 零細な とこ ろは対

応 に非常 に苦 慮して いる という よう なこと を聞 きます けれ ども、 私の ところ もそ れと同

じ ような 苦悩 を抱え てお ります が、 新たな 業務 をする と、 その担 当ス タッフ がい ない、

予 算がな いと いうこ とで 、どう すれ ばいい のか という よう なこと で悩 んでお りま す。私

の ところ のＢ ＳＥの 対応 につい ては 、プラ ンニ ングが 立つ と、こ うい うこと でと いうこ

と で予算 要求 をすれ ば、 次の年 度か らはあ る程 度御理 解を いただ いて やれて おり ます。

今 はＢＳ Ｅの 特定部 位の 採取・ 保管 業務、 搬出 ・処理 業務 につい ては 、一応 円滑 にやら

れ ており ます 。２番 以降 、非常 に大 変な面 があ るとい うこ と。食 肉業 界が大 変だ し、と

畜 場経営 が大 変だと 。こ のまま では 先行き 不安 なもの があ る。と 畜場 がなく なる と、家

畜 を肉に する ところ がな くなる わけ なので 、そ ういっ たこ とにも 今の 状況で あれ ば少し

不 安感が ある なとい うこ とを感 じて おりま す。 芝浦さ んの お話は 検査 のこと で、 うちの

ほ うと変 わっ たこと はあ まりあ りま せんけ れど も、経 営側 の話も 若干 させて いた だきま



し た。そ れと 、再検 です けれど も、 キッド によ ります ね。 ずっと よか ったの です けれど

も 、先週 は１ 週間の うち ３回再 検を やって おり ます。 キッ ドが変 わる といつ も不 安なの

で すけれ ども 、そう いう キッド が多 いとき は厚 労省に 連絡 したり とい うこと もあ るので

す が、確 かに そうい う不 安定さ とい います か、 数値が 全然 違うと いう ことが ある ようで

す 。私の とこ ろは、 通常 は大体 18時 ぐらい に終 了して おり ます。 再検 があり ます と 21時

ぐ らいに なり ます。 だか ら、 12時帰 りが３ 日続 くと少 し眠 いとい うよ うな感 じに なりま

す 。それ と、 ピッシ ング につい ては 芝浦さ んと 同様で す。 私のと ころ は、私 が 11年 に来

ま してか ら、 こうい うと ころに 配線 するイ エロ ーライ ンと いうプ ラス チック のも のがあ

る のです けれ ども、 あれ が前は ワイ ヤーを 使っ ていた ので すけれ ども 、金属 ワイ ヤーだ

と 必ず組 織が つきま す。 私、全 食協 でもそ れを 持って いっ てお見 せし て、こ れが いいよ

と いうこ とで 案内し たの ですけ れど も、合 成樹 脂で見 た目 には全 くつ かない 。私 のとこ

ろ も頭数 分用 意をし て、 ２％塩 素で 浸漬し たも のを使 って おりま す。 脊髄除 去に ついて

も 、 14年 の４ 月１日 から 吸引装 置で 、横浜 セー フティ とは 違いま すけ れども 、あ る民間

会 社と共 同開 発した 器具 を安価 に入 れて使 って おりま す。 特定部 位の 除去は 、一 部を業

者 に任せ てお ります けれ ども、 確認 、保管 、引 渡し、 鍵の 管理も そう ですけ れど も、ほ

とんどは検査員にやってもらっています。以上です。  

○ 吉川座 長  どうも あり がとう ござ いまし た。 質問に移る 前に、農林 水産省のほ うから

新 しいデ ータ という か、 資料が ある という こと なので 、こ れにつ いて 説明し てい ただけ

ますか。  

○ 栗本衛 生管 理課長 （農 林水産 省）  農林 水産 省でござい ます。よろ しくお願い いたし

ま す。資 料２ －２と いう ことで 、３ 点、御 要求 いただ きま した資 料を まとめ てご ざいま

す 。まず 最初 は「肉 骨粉 の処理 状況 等につ いて 」でご ざい ますが 、１ ページ めく ってい

た だきま して 、「肉 骨粉 の処理 の考 え方」 でご ざいま す。 これも 先生 方、御 承知 のとお

り でござ いま すけれ ども 、肉骨 粉と いうの は、 食肉の 処理 ・加工 の過 程で発 生す る内蔵

や 骨など の畜 産残さ を原 料とい たし まして 、Ｂ ＳＥの 発生 の前ま では 飼料や 肥料 の原材

料 として 有効 活用さ れて いたわ けで ござい ます 。貴重 なタ ンパク 源と いった こと で有効

活 用され てき たわけ です けれど も、 ＢＳＥ の発 生に伴 いま して、 牛由 来の残 さを 原料と

し た肉骨 粉等 の牛等 の反 芻動物 への 誤用・ 流用 を防止 する という 観点 から、 牛由 来残さ

を 含む畜 産残 さを原 料と する肉 骨粉 の飼料 ・肥 料への 利用 は禁止 させ ていた だい ている

と ころで ござ います 。農 水省と いた しまし ては 、こう した 措置に よっ て、と 畜場 から発



生 する畜 産残 さの再 利用 の体制 が途 切れて 、そ こから 先に いかな いと いうこ とに よって

食 肉流通 が滞 ること を防 止する ため に、肉 骨粉 等の製 造工 程での 畜種 別の区 分を 行うた

め の施設 整備 を促進 する という こと ととも に、 当面の 措置 といた しま して、 肉骨 粉適正

処 分 緊 急 対 策 事 業 と い う 事 業 で ご ざ い ま す が 、 こ う い っ た 事 業 に よ っ て 肉 骨 粉 等 の 製

造 ・焼却 経費 の相当 額を 国が全 額補 助する とい うこと で適 正処理 を推 進して いる ところ

で ござい ます 。それ から 、２番 目で ござい ます 。「肉 骨粉 の製造 ・焼 却の状 況」 でござ

い ますけ れど も、こ の事 業を行 って おりま して 、飼料 安全 法等に より まして 肥料 や飼料

の 原材料 とし ての利 用が 禁止さ れて いる肉 骨粉 等を助 成措 置の対 象と してお りま す。焼

却 施設の 確保 難から 、平 成 14年 の６ 月時点 で約 13万ト ンま で在庫 が増 えてい たわ けです

け れ ど も 、 そ の 後 、 施 設 確 保 の 進 捗 に よ り ま し て 、 昨 年 末 時 点 で は 通 常 在 庫 レ ベ ル の  

6,000トン程度まで肉骨粉の在庫が減少してきております。また、現在、肉骨粉等の処分

量 、これ は肉 骨粉全 体の 年間製 造量 が約 40万ト ンほど ござ います が、 現時点 では 利用禁

止 対象と なっ ており ます もの、 鳥の 肉骨粉 は使 えるよ うに なって おり ますの で、 そのほ

かのものについて約 22万トン、これは１日量にしますと  800トン程度でございますが、

そ のぐら いに なって いる ところ でご ざいま す。 それか ら、 焼却処 理で すけれ ども 、これ

は 平成 13年 10月 18日 以降 実施を して おりま して 、在庫 処理 を含め まし て、こ れま で 59万  

7,000トンをトータルで処理してきたところでございます。この焼却処理の態様でござい

ま すが、 利用 禁止措 置の 対象と なる 肉骨粉 等に つきま して は、一 般廃 棄物と して 取り扱

わ れるこ とと なって おり ます。 廃棄 物処理 法の もとで 、市 町村町 の一 般廃棄 物処 理業の

許 可を得 た施 設、全 国で 86か所 ござ います けれ ども、 そこ と一般 廃棄 物の再 生利 用認定

制 度を活 用し て、セ メン ト工場 、現 在対応 して いただ いて いるの は全 国で 23か所 ござい

ま すが、ここ におきまし てセメント 原料として 焼却されて いるという 状況でござ います 。

事 業の概要に つきまして は、その次 のページに 少し詳しく 書かせてい ただいてお ります 。

畜 産残さ の処 理と肉 骨粉 の発生 量に つきま して は、こ のペ ージの 真ん 中より 少し 下の参

考のところにございますけれども、１年間にと畜場から発生する残さは約  160万トンご

ざ いまし て、 残さの 比率 で言い ます と、牛 、豚 、鶏の 比率 が約１ ：２ ：２と いう 具合に

な ってお りま す。こ れを 原料と して 製造さ れる 肉骨粉 は約 40万ト ンで ござい まし て、参

考 ２に処 分状 況、毎 年の 製造量 、焼 却量に つい てはお 示し してお りま す。予 算額 、実績

額もございまして、これまでに  516億円を焼却費にかけているところでございます。そ

れ から、 ２点 目でご ざい ますが 、「 牛のせ き柱 を含む 飼料 、肥料 等の 取扱い に係 る農林



水 産大臣 によ る確認 等の 実施状 況」 につき まし ては、 担当 の元村 補佐 が来て おり ますの

で、そちらのほうから御説明させていただきます。  

○ 元村課 長補 佐（農 林水 産省）  そ れでは 、御 説明させて いただきま す。ハイコ ン神経

節 を含め まし た牛の せき 柱につ きま しては 、特 定危険 部位 に相当 する 対応を 講じ るとい

う ことが 適当 という こと につき まし て、食 品健 康影響 評価 を平成 15年 の 11月 にい ただき

ま して、 これ に基づ きま して牛 のせ き柱が 飼料 用の動 物性 油脂、 ある いは肥 料の 原料に

使 われな いと いうこ との ための リス ク管理 をし ており まし て、そ の概 要とい うこ とで御

説 明させ てい ただき ます 。そも そも 肉骨粉 は平 成 13年 以降 の禁止 とい うこと がご ざいま

し て、肉骨粉 の中には当 然、牛のせ き柱も含み まして使え なかったわ けでござい ますが 、

動 物性油脂に つきまして は、平成 14年 に動物性 油脂を家畜 の飼料に使 用します場 合には 、

不 溶性不 純物 の基準 等が 既にご ざい ました とこ ろに加 えま して、 原料 の中で せき 柱とい

う ことに つき まして の規 制が加 わっ ておる とい うこと でご ざいま す。 まず、 規制 の内容

と リスク 管理 の仕組 みと いうこ とで 、４ペ ージ のほう から 御説明 させ ていた だき たいと

思 います 。飼 料用動 物性 油脂の 規制 につき まし て、規 制の 概要で ござ います が、 牛用飼

料 の製造 に用 いるこ との できる 牛由 来油脂 につ きまし ては 、食用 の肉 から採 取し ました

脂 肪由 来であ って 、不溶 性不 純物が 0.02％ 以下 のも のに限 定し ており まし て、ま た、誤

用 ・流用 防止 という こと からの 念の ための 措置 といた しま して、 牛の せき柱 、と 畜検査

を 受けて いな い牛、 これ を原料 とい たしま す油 脂につ きま しては 、豚 、鳥用 の飼 料を含

め まして 使用 の禁止 とい うこと をい たしま して 、下の ほう の概念 図と いうこ とで 、横に

油 脂の種 類と いうこ とで 、どう いっ た原料 から 採れま した 油脂か とい うこと が書 かれて

い まして 、そ れぞれ 右の ほうへ いき ますと 、ど ういっ た家 畜にこ れが 使える かと いうこ

と に つ き まし て の ○ 、×で の 表 にな っ て ご ざい ま す 。 この 中 で 太 枠で 括 り ま した よ う な

部 分につ きま して、 今回 、食品 健康 影響評 価を 受けま して 、新た に省 令改正 とい うこと

で の措置 をと らせて いた だいて おり ます。 それ から、 次の ５ペー ジの ほうで ござ います

が 、これ は同 じよう に肉 骨粉等 を使 いまし た肥 料とい うこ とでご ざい ます。 やは り同じ

よ う に 左 のほ う に い ろい ろ な 原 料が ご ざ い まし て 、 ○ 、×で 使 え るも の と い うこ と を 示

し ており ます が、こ こで 枠で括 りま したよ うな 牛由来 のも のでせ き柱 が除去 され ていな

い も の と か、 除 去 さ れて い る も のの 中 で も 、一 定 の 条 件と い う こ とで ○ 、 ×と い う こ と

を 今回、 この 枠の部 分に つきま して 、新た な措 置とい うこ とをし てお ります 。こ れらに

つ きまし ては 、飼料 につ きまし ては 、飼料 安全 法に基 づき ます省 令が ござい まし て、こ



れ の改正 をい たして おり ます。 また 、肥料 につ きまし ては 、肥料 取締 法に関 連し ます告

示 がござ いま して、 いず れも省 令あ るいは 告示 の改正 とい うこと を今 年の１ 月 15日 に実

施 いたし てお りまし て、 実際に これ が適用 とい います か、 施行と いう ことに つき まして

は 、５月 １日 からこ れが 適用さ れる 。しか しな がら、 これ が製造 とい うこと につ きまし

て は５月 １日 からの 適用 ですが 、６ 月末日 まで は、そ れま でにつ くら れたも のに つきま

し ての販 売・ 使用と いう ことに つき まして は可 能とい う、 そうい った 形での 規制 経過措

置 という こと を設け てお ります 。こ れらの 措置 につき まし て、実 際ど ういっ た形 でそう

い ったも のが 入って こな いとい う形 をとっ てい るかと いう ことで すが 、これ は６ ページ

の ほうで 「牛 由来の 油脂 の確認 措置 」とい うこ とがご ざい ます。 真ん 中に「 化製 場」と

い う箱が ござ いまし て、 これは 牛だ けでは ござ いませ んが 、家畜 由来 のもの から 油脂や

肉 骨粉が ここ で製造 され るわけ でご ざいま すが 、この 箱の 中にご ざい ます牛 由来 の油脂

は 、以下の製 造基準に適 合するもの のみ製造・ 出荷ができ るというこ とでござい まして 、

① といた しま して、 原料 にせき 柱等 を含ま ない という こと につい て、 収集先 との 契約を

結 んでい ただ く。ま た、 原料受 入れ 時の確 認と いうこ と、 管理票 なり 目視に よっ てして

い ただく 。そ れから 、３ 番目と しま しては 、動 物性の そう いった 油脂 の製造 ライ ンを分

離 をいた しま して、 専用 化いた しま して、 せき 柱のそ うい ったも のが 入らな いと いうよ

う なこと を担 保する 。そ ういっ たこ とを化 製場 でまず して いただ くわ けです が、 ここの

中 の①で 、せ き柱と いう ことに つき まして は、 従来の ＳＲ Ｍと違 いま して、 と畜 場で分

離 されな いと いうこ とが ござい ます ので、 食肉 処理場 等で きっち りそ ういっ たこ とを原

料 の側で 担保 してい ただ く必要 がご ざいま すわ けで、 それ を契約 に基 づきま して 、左の

ほ うに「 食肉 処理場 等」 という 箱が ござい ます が、こ れで 化製場 との 契約の 中で 、原料

副 産物に せき 柱等を 含ま ない、 ある いは牛 のせ き柱の 分別 管理、 分別 出荷と いう ことを

し ていた だく という よう なこと がご ざいま す。 それか ら、 こうい った 体制を とっ ていた

だ いて、 その ことが でき ている とい うこと を、 まずこ れに つきま して 農林水 産大 臣の確

認 を受け てい ただく とい うよう なこ とをや って もらい ます 。これ につ きまし ては 、この

確 認に際 しま して、 肥飼 料検査 所、 独立行 政法 人でご ざい ますが 、こ ちらが 実際 に工場

に 調べに 入り まして 、製 造ライ ンで すとか 、先 ほど来 の契 約とい う関 係がき っち りなさ

れ ている かと いった よう なこと につ きまし て、 すべて 項目 チェッ クを いたし まし て、そ

れ が守ら れて いると いう ところ は確 認が下 りる わけで ござ いまし て、 その下 りま した工

場 につき まし ては、 どこ の工場 が農 林水産 大臣 の確認 済み の工場 であ るかと いう ことを



公 表させ てい ただい てお ります 。さ らに、 その 契約の 中で 「食肉 処理 場等」 とい う箱の

一 番下の とこ ろに、 農政 事務所 から の調査 を受 け入れ ると いう項 目が 契約の 中に １つ入

っ ており まし て、こ の契 約項目 に基 づきま して 、これ は農 林水産 省の 組織で すが 、地方

農 政事務 所と いうと ころ がござ いま して、 そち らが食 肉処 理場に 調査 という こと で入り

ま して、 ここ で契約 に盛 り込ま れた ような こと がきっ ちり 守られ てい るとい うこ との確

認 をいた して おりま す。 そうい った 形で原 料か ら化製 場、 さらに 配合 飼料工 場へ と製造

さ れた脂 は出 荷され るわ けです が、 それぞ れの 過程で 原料 供給管 理票 ですと か、 油脂の

供 給管理 票、 こうい った もので 物の 担保と いう ことを いた してお りま す。そ れか ら、７

ペ ージに つき まして は、 同じよ うな ことを 肥料 につき まし ても、 仕組 みは今 申し 上げま

し たもの と同 じよう なこ とでご ざい ます。 こう いった 形で の担保 とい うこと をし ており

ま す。前 後い たしま して 申しわ けご ざいま せん が、３ ペー ジのほ うへ 戻って いた だきた

い と思い ます 。以上 のよ うな規 制の 内容、 ある いはリ スク 管理の 仕組 みとい うこ とで、

実 際に数 字的 なもの で申 します と、 飼料関 係に つきま して は、化 製場 の製造 基準 への適

合 性につ いて 農林水 産大 臣によ りま す確認 につ きまし て、 平成 16年５ 月 24日 現在 で 74か

所 の化製場に つきまして 、製造基準 に適合して いるという ことの確認 が済んでお ります 。

そ れから 、化 製場の 原料 収集先 とな ります 食肉 処理場 等で ござい ます が、こ ちら につき

ま しては 、こ ういっ た油 脂の原 料に なるも のを 供給し て契 約関係 を結 んでお りま すよう

なところが  2,300か所程度ございまして、これにつきまして５月 24日現在ですが、  332

か 所につ きま して調 査が 完了し てお りまし て、 不適当 な事 例につ きま しては なか ったと

い うこと でご ざいま す。 これに つき まして は、 今後と も原 料供給 先の ほうに つき まして

は 、継続 的に 実施い たし まして 、全 箇所に つき まして これ から調 査を してい くと いうこ

と でござ いま す。そ れか ら、③ でご ざいま すが 、独立 行政 法人肥 飼料 検査所 が、 農林水

産 大臣の 確認 を下ろ しま す以外 に立 入検査 とい うこと 、こ れは配 合飼 料工場 です とか、

飼 料製造 業者 を広く 立入 検査を して おりま すが 、平成 16年 度とい うこ とで申 しま すと、

配合飼料工場で  189か所、それから化製場等 98か所。これは先ほどの 74か所よりも若干

多 い数字 にな ってお りま すが、 これ はブレ ンダ ーです とか 、一部 食用 の油脂 など を飼料

に 回して いる ような とこ ろもご ざい まして 、こ れも製 造業 者にな りま すので 検査 に入り

ま す。そ うい ったこ とで 検査を 予定 してお りま す。肥 料用 につき まし ては、 同様 に全国

で 15か所 、化 製場等 が製 造基準 に適 合して いる ことの 確認 を受け てご ざいま して 、化製

場等の原料の供給先につきましても、  146か所のうち  116か所につきまして調査が終わ



っ ており ます 。また 、肥 料につ きま しても 、肥 飼料検 査所 が肥料 の生 産工場 等へ の立入

検 査を実 施い たしま して 、こう いっ たこと が守 られて いる という こと の確認 とい うこと

を実施しております。以上でございます。  

○ 栗本衛 生管 理課長 （農 林水産 省）  それ から 、３点目で ございます が、資料の ８ペー

ジ でござ いま す。牛 のと 畜頭数 の月 齢別・ 品種 別のグ ラフ をお示 しし ており ます 。全体

の 総数、 青い 四角の グラ フは、 20か 月と 28か月 のとこ ろに ２つ山 があ ります 。最 初の 20

か 月のと ころ はホル スタ イン種 のオ スの頭 数の ピーク でし て、後 ろの ほうは 幾つ かあり

ま すけれ ども 、黒毛 和種 のオス が 28～ 29か 月あ たり、 これ は茶色 の丸 のグラ フで す。そ

れ があっ たり 、あと は交 雑種の オス 、メス 。こ れは、 交雑 種はホ ルス タイン のメ スに黒

毛 和種の オス を掛け た交 雑種で ござ います が、 こうい った ものが この 辺の山 の中 に入っ

て きてい ると いう状 況で ござい ます 。これ は、 昨年の 12月 １日か らは トレイ サ法 の法律

に 基づく 届出 に基づ くも のでご ざい ますが 、そ の前に と畜 された もの につき まし ては、

法 の対象 外の 報告に 基づ いてい る、 そうい うも のをも とに してま とめ たグラ フで ござい

ま す。御 説明 は以上 です が、肉 骨粉 の処理 状況 につき まし ては、 隣に おりま す生 産局畜

産 部の松 本課 長補佐 にも 来ても らっ ており ます ので、 また 御質問 には お答え した いと思

います。以上でございます。  

○ 吉川座 長  ありが とう ござい まし た。農 水省 のほうの追 加と、前二 者、と畜場 の紹介

を いただ いた わけで すけ れども 、論 点メモ とい うのが あり ますか ら、 それに 基づ いて少

し 質疑を して いきた いと 思いま すが 、その 前に 、今の 説明 につい てと りあえ ず聞 いてお

き たいこ とが ありま した ら、１ ～２ 受け付 けた いと思 いま す。後 で一 緒の議 論で いいで

すか。  

○ 中村食 品安 全委員  北 九州の 食肉 センタ ーも なかなか経 営が大変だ という話で すけれ

ど も、芝 浦の 方にも 同じ ことで すが 、ＢＳ Ｅ検 査に関 して は、こ れは 国の助 成と いうの

はどういうふうになっておりますか。  

○ 舩山検 査課 長  国 から の助成 は、 キッド 代は 全額、国か らの補助を 得ています 。ただ

し 、消耗 品と か、人 件費 とか、 そう いった もの は都の 持ち 分にな りま すので 、結 構負担

にはなっているかと思います。  

○ 中村食 品安 全委員  Ｂ ＳＥの いわ ゆる全 頭検 査が始まる 前と後では 、先ほど御 説明い

た だいた 検査 体制、 人員 の配置 など が当然 変わ ってい ると 思いま すけ れども 、総 数とし

ても増えているのでございますか。  



○ 舩山検 査課 長  Ｂ ＳＥ が発生 した 当時は 、豚 のラインが ３ライン稼 働していま した。

今 は２ライン ですけれど も。したが って、そこ の余力の人 員をＢＳＥ に振り替え ました 。

た だ、そ れだ けでは まだ 十分で はな いので 、Ｂ ＳＥの スク リーニ ング 検査を 開始 した当

時 は、他 の事 業所か ら応 援をい ただ いたり しま した。 現在 では、 一応 定数は 埋ま ってお

り ますが 、増 えた分 とい うのは 、今 、ＢＳ Ｅ担 当が 12名お ります が、 人員的 に増 えたの

は実質は５～６人ではないかと思います。  

○ 甲斐（ 諭） 専門委 員  先ほど の東 京の芝 浦の 話ですけれ ども、疑陽 性の部分が あると

お っしゃいま したね。そ の疑陽性の 部分という のは、高齢 の分であら われるもの ですか 。

それとも、弱齢の分であらわれるものですか。  

○ 舩山検 査課 長  芝 浦は 、私ど もが 今まで の月 齢を調べま すと、今、 農水省さん の資料

が ありま すけ れども 、芝 浦にく るの は肉牛 です が、大 体 30か 月前 後で す。た だ、 一部ホ

ル スタイ ンの 去勢が 入っ てくる ので すけれ ども 、それ は 20か 月と いう ことで 、結 構いい

牛 がきて いる という 状況 です。 それ で、陽 性に なって いる のは、 デー タをと って みます

と 、月齢 では 出てこ ない のです けれ ども、 今、 月齢で デー タを持 って いない ので すが、

平 成 13年 の始 ま った 時期 は １回 目の 陽 性率 が 0.57％ で した 。 平成 14年 度 は 0.25％ です。  

1,000頭に  2.5頭ですね。それから、平成 15年度は 0.18％になっています。このように検

査 の精度 が上 がった とい う観点 もあ るかと 思い ますけ れど も、一 応こ ういう 状況 になっ

ています。ただ、月齢でどうなのかというのはデータ的には出ておりません。  

○小橋所長   北九州の場合は、５％以上ぐらいは繁殖用ハイ牛なんです。黒毛和種のメ

ス 牛もあ りま すし、 搾乳 牛のハ イ牛 もあり ます けれど も、 一番初 めは 30か月 以上 は搬入

禁 止とか やっ たわけ で、 ヤバい かな という こと で業界 も自 粛して 36か 月以上 のも のはず

っ と持っ てこ ないよ うな 習慣が つい ていま した けれど も、 畜種に よる 差とい うの はあま

り 感じません ね。ホル抜 きが多いよ うな気がし たんですよ 。そういう ことかなと 思って 、

長 期に疫 学で 精度管 理を やって いま すので 、特 に気を つけ て入念 に検 査をす る心 構えと

い います か、 当たり があ ったほ うが いいの で、 そうい うこ とで疫 学整 理をし よう と思っ

た のです けれ ども、 でき ないで すね 。あま り変 わらな いと 思いま す。 むしろ 、舩 山先生

が 今言わ れた ように 、私 どもは 当初 、厚労 省の 研修に ２名 派遣し たの ですけ れど も、全

員 ローテ ーで ないと 回り ません ので 、帰っ てき てから は全 員ロー テー でやっ てい ます。

検 査技術 のテ クニッ ク、 年をと ると 、マイ クロ の世界 です から見 にく いとい うの も結構

あ ります ね。 初めは 量が 少ない とか 、滓が 入っ ている とか 、そう いう 不良品 もあ りまし



た 。今は 質の 問題が 一番 影響が ある のでは ない かと思 って います 。再 検にか かる 分は、

検 査データの 値に振られ て、低いと きにも陽性 が出るとい う傾向が強 いように思 います 。

だから、種類、年齢には相違がないように感じております。  

○ 舩山検 査課 長  追 加で よろし いで しょう か。 今、データ が出てきま して、隠し たわけ

で はない ので すけれ ども 、平成 15年 度のＢ ＳＥ 検査、 １年 分です が、 平成 15年の ４月１

日から平成 16年の３月 31日の１年間のもので、再検査数が  168頭出ています。 30か月以

上が 91頭、そして 30か月未満が 77頭です。こういったデータになっています。  

○吉川座長   ありがとうございました。そのほか質問があるかと思いますけれども、参

考 資料の ４に 、最初 、事 務局の 説明 があり まし たよう に論 点メモ とい うのが あっ て、一

応 ここに 項目 別に分 かれ ている ので 、時間 がい ったり 戻っ たりを 避け るため に、 この論

点 メモに 基づ いて、 既に 今質問 され たとこ ろも ありま すけ れども 、項 目別に やっ ていき

た いと思 いま す。１ 番目 が「と 畜場 におけ るＢ ＳＥ検 査」 。今、 幾つ か質問 が出 てきま

し たけれ ども 、スク リー ニング とサ ーベイ ラン ス、検 査法 、検査 法の 感度と 精度 。今、

質 問があ りま したが 、と 畜月齢 と１ 次の陽 性、 あるい は疑 陽性、 ２次 陰性・ １次 陽性と

い うケー ス、 その辺 の問 題。そ れか ら、検 査デ ータ。 この 辺につ いて 御質問 ござ います

でしょうか。  

○甲斐（諭）専門委員  ３月にイタリアのと畜場に行ってみたのですけれども、  1,000

頭 ぐらい 処理 してい ると ころで すが 、月齢 別に と畜し てい るので す。 午前中 は若 いもの

で 、午後 は年 とった もの という ふう に、集 中的 にチェ ック してい くと いいま すか 、若い

も のはも ちろ んヨー ロッ パでは いじ らなく ても いいで すけ れども 。日 本の場 合は 、全頭

や らなく ては いけな いし 、いつ でも 緊張し てお かなく ては いけな いわ けです よね 。芝浦

の場合も、  300頭いたら、若い部分と年とった部分と分けてと畜することはできるので

すか。  

○舩山検査課長   今の状況では無理だと思います。要するに、現在、 10時ぐらいから順

次 搬入さ れて きます ので 、それ が順 番に係 留場 に入っ てい きます 。そ れで、 深夜 まで入

っ てくる でし ょうか 、そ れをい ろい ろ入れ かえ るとい うの は非常 に厳 しい問 題で はない

か と思っ てお ります 。で すから 、荷 口が入 って きた順 番に と畜・ 解体 すると いう ことで

すね。  

○小橋所長   30か月未満の牛を搬入禁止というようなこともやりましたけれども、根拠

が あれば 、検 査所は 権限 があり ます からで きま す。た だし 、その 理由 といい ます か、業



者 も困る わけ です。 朝 10頭 やら れて 、昼か ら 10頭 やら れる と、同 じ会 社の方 は、 荷受け

会 社が全 部買 取りの よう なとこ ろは いいの です けれど も、 非常に 人も 金もか かる 仕事で

す ね。そ れが 、ＢＳ Ｅの リスク がこ れだけ 違う んだと いう 根拠が あっ て、う ちの 合理化

の ために 協力 せいと いう ことで 納得 すれば でき ないこ とは ないで しょ うけれ ども 、今の

ところ、それが妥当性があるかどうかちょっと疑問だと思います。  

○ 吉川座 長  私、ち ょっ と聞き たい のです が、 さっきの芝 浦と場の１ 年間の 30か 月以上

が 90頭、 以下 が 77頭 とい うこと です けれど も、 実際に と畜 場にき た月 齢の頭 数は 、 30か

月で切ったときに母集団としてはどのぐらいの比率になっているわけですか。  

○舩山検査課長  そのときの数字を見ますと、 30か月以上が４万  2,000頭、それから 30

か月未満が４万  4,000頭というような数字になっています。ですから、半々ということ

になります。  

○吉川座長   ついでに農水省のと場にきた月齢別・品種別と畜数ですけれども、今ので

見 ると、 芝浦 の場合 は特 別かも わか りませ んが 、 30か 月以 下が、 ここ は 46か 月で 切って

あ るので すけ れども 、５ 歳、６ 歳の ほうま でい ったと きの カーブ とい うのは 出す ことは

できるのですか。  

○ 栗本衛 生管 理課長  第 10回、 前回 のとき の資 料で、グラ フではない のですけれ ども、

表でお示ししたのがあります。  

○ 吉川座 長  わかり まし た。そ うで すね、 後ろ から２ペー ジ目のとこ ろの 15年４ 月１日

から 16年４月 30日までの頭数という表になるわけですね。  

○栗本衛生管理課長  前回の資料２－２の３ページ目になります。  

○ 梅田課 長補 佐  今 回も 資料を 入れ ており ます 。参考資料 １－２の２ 枚目の裏側 になり

ます。  

○ 吉川座 長  わかり まし た。こ のグ ラフか ら外 れてくる上 のところは 、ホルスタ インの

メ スの牛 と考 えてお いて いいの です か。そ うは いかな いの ですか 。ほ とんど がそ う考え

ておいていいですか。  

○栗本衛生管理課長  ほとんどがそうです。  

○吉川座長  わかりました。そのほか、と畜場でのＢＳＥ検査について。  

○山内専門委員  芝浦の場合に、獣医師が 40名、そして 350頭という処理数ですね。これ

ぐ らいの 割合 という のは 、大体 、日 本のと 畜場 はみん な同 じなの でし ょうか 。特 に芝浦

が多いとか少ないとか、どれぐらいの割合で検査員が配置されているのか。  



○小橋所長  １人当たりの検査頭数ですか。  

○山内専門委員  １人当たりというか、そういうことになるかもしれませんね。  

○ 小橋所 長  昔、こ れぐ らいの 検査 員は置 いて ほしいみた いな厚労省 の通知があ ったの

で すけれ ども 、今は 合理 化の傾 向に ありま すか ら、そ れよ り少な いと 思いま す。 芝浦さ

ん のとこ ろと うちと 割っ てして も、 所によ って ずいぶ ん違 うと思 いま す。調 査研 究が業

務 に入っ てい るとこ ろは それだ けの スタッ フも 入って いま すし、 現場 の人間 だけ しか配

置 されな いと ころは ずっ と落ち ます 。今は スタ ンダー ドが ありま せん から、 合理 化され

るところはどんどんやられていると思います。  

○甲斐（知）専門委員  北九州は１日当たり何頭処理していらっしゃるのですか。  

○小橋所長  うちは平均で 60頭ぐらいです。  

○甲斐（知）専門委員  ファミリーで・・・。  

○ 小橋所 長  そうで す。 ファミ リー と申し まし ても、連休 を取ったリ 、そういう のもあ

りますけれども、そういうときはオーバーワークになります。  

○ 甲斐（ 知） 専門委 員  労働力 も今 はない です し、緊張を 強いられる 仕事で大丈 夫なの

かと思いましたね。  

○ 小橋所 長  平成 13年頃 のパニ ック 状態に 比べ ると、とき どきは笑顔 が出るよう にはな

っております。  

○ 甲斐（ 知） 専門委 員  県とか 都か らの補 助と いうか、増 員の予定と か、そうい うこと

は審議されているのですか。  

○ 小橋所 長  当初、 北九 州でも 保健 所から ６名 ぐらい、全 員がＢＳＥ 検査ができ るよう

に なるま で 20日 ぐら い、 検査所 のＯ Ｂの職 員を 、すぐ 来て 内臓検 査が できる スタ ッフを

保 健所か ら動 員しま して 、ＢＳ Ｅ検 査を全 員が できる よう にやっ て、 それか ら全 員でロ

ー テーシ ョン を組む とい うよう な、 そうい う応 援はし てい ただい てお ります 。人 員も、

翌年度は３名増になりました。今は１人しか残っていませんけれども。  

○ 小泉食 品安 全委員  ス クリー ニン グのと きに 、キットに よる差はな いでしょう か。先

ほ ど技術 がち ょっと 上が ったか らか なとい うこ とを検 出率 につい て言 われた ので すが、

キットの差はありませんか。  

○ 舩山検 査課 長  芝 浦の 場合、 キッ トの差 は考 えられると 思います。 バイオラド 社製の

キットを使っていますが、それは考えられると思います。  

○小泉食品安全委員  初めのほうから出ていなかったですね。  



○ 舩山検 査課 長  あ のと きは１ か月 で全頭 検査 にいきまし たね。です から、その ときは

ま だ腕も あっ たかな と思 います が、 この頃 は２ 年半近 くや ってい る者 もいま すし 、かな

り システ ム的 になっ てき ました ので 、最近 は問 題は少 ない ですが 、キ ッドの 問題 はある

かと思います。  

○ 小橋所 長  北九州 の場 合は、 精度 管理と いう ことで、キ ッドが変わ るたびにま とめて

や ってい るの ですけ れど も、ほ とん どキッ ドに よるせ いで はない かと いう感 じは 受けて

お ります 。先 週も、 ６日 のうち ３日 は再検 です けれど も、 キッド を変 えたば かり だった

せいかなというふうな気がしています。  

○ 小 野 寺 専 門 委 員  今 の キ ッ ド と い う の は 、 ロ ッ ト の 違 い だ と 思 う の で す け れ ど

も ・・ ・。こ の前 、フラ ンス へ行っ て工 場を見 てき たので すが 、昔、 2001年 頃は １ロッ

ト 80万検 体と か、 90万検 体分だ った けれど も、 最近は あま りにも 機械 を休め てし まうも

の ですか ら、 そうい うこ とがな いよ うに１ ロッ ト 60万 検体 とか、 50万 検体に 下げ たと言

っていますけれども、やはり変わるらしいですね。  

○ 甲斐（ 諭） 専門委 員  ２点お 尋ね したい ので すけれども 、第１点は 、キッド代 という

の は１頭 当た りどの ぐら いする のか 。また 、年 間どの ぐら い国と して はかか るの だろう

かというのが第１点目です。どうでしょうか。  

○ 小橋所 長  配って いた だける とい うつも りだ ったのです けれども、 こちらには 払えと

い うこと で請 求する ので すが、 当初 は 90検 体で 24万円 でし た。今 は 17万 円ぐ らい だと思

います。  

○甲斐（諭）専門委員  90頭分で・・・。  

○ 小橋所 長  とにか く１ 社扱い でし たから 。今 は複数の会 社が扱いま すし、計算 方法も

バ イラッ ト以 外のも のも ありま すし 、急に 日本 からオ ーダ ーがき て大 量生産 する ための

コ ストと か、 いろい ろあ りまし ょう けれど も、 値段は 確実 に年々 下が ってお りま す。厚

生省に補助金を要求する額もトータルで下がっています。  

○ 道野課 長補 佐（厚 生労 働省）  年 間の額 です けれども、 去年の決算 ベースで、 完全に

締めているわけではないですけれども、大体 30億円ぐらいだと思います。  

○ 甲斐（ 諭） 専門委 員  それか ら、 せい柱 との 関係で、い わゆる芝浦 でも北九州 でも、

と 畜して 部分 肉にす る部 分と枝 で出 る部分 があ ります ね。 枝で出 る部 分と場 内で 部分肉

に ｽﾙ部分とは何 ％ぐらいに なっている のですか。 枝で場内か ら出ていく 部分という のは。 

○ 小橋所 長  私のと ころ は平均 60頭 で、 20頭ぐ らいがカッ トですね。 ３分の１ぐ らいが



場内のカット工場で部分肉として出ていきます。  

○ 甲斐（ 諭） 専門委 員  40頭が 枝で 出てい くと 。そのせき 柱をずっと 追跡してい く必要

があるということですね。  

○小橋所長  それは、システムで当社でやれるようになるはずですけれども。  

○甲斐（諭）専門委員  芝浦は。  

○ 舩山検 査課 長  芝 浦の 場合は 、枝 肉で出 るも のが多いの ではないか と私なりに は思っ

て いるの です が、と 場の 中に仲 卸業 者がお りま すので 、当 然、部 分肉 になる もの もあり

ます。ただ、比率はわかりません。ただ、枝肉で出るものが多いと思います。  

○ 寺尾食 品安 全委員  キ ットの 話に 戻りた いの ですけれど も、キット によってか なりば

ら つきが ある という お話 でした けれ ども、 陽性 に出て も、 大部分 のも のは疑 陽性 といい

ま しょう か、 ホール スポ ジティ ブで すね。 これ は、ホ ール スポジ ティ ブはそ れほ ど問題

に ならな いの かもし れま せんけ れど も、ネ ガテ ィブに 出る と。こ れは 本当の とこ ろはわ

か らない ので しょう けれ ども、 本来 、ポジ ティ ブに出 なけ ればい けな いのが 、ネ ガティ

ブ に出て いる という のは 感じと して あるの か、 大丈夫 なの か、そ こら 辺のと ころ は感覚

と してい かが でしょ う。 スクリ ーニ ングの 信用 性とい うか 、そこ ら辺 にかか る問 題だろ

うと思うのですけれども。  

○ 舩山検 査課 長  芝 浦の 場合は 、テ クニッ クも かなりうま くなってき たので、そ れはな

い かと思 いま す。そ れと 、１つ 付け 加えた いの ですが 、今 、直接 ＢＳ Ｅをや って いる者

が いるの です けれど も、 疑陽性 に関 して、 生物 製剤で ある モノク ロー ナル抗 体を 使って

いるということで、  ELISA法は今の数字的には妥当ではないかという意見がありました。

それからもう１つ、山内先生から質問のあった  350頭で 40人というのは違うので、大動

物は  350頭、小動物が  1,100頭、ＢＳＥ検査もやる者を含めて 40人だということを御理

解いただきたいと思います。  

○ 吉川座 長  １つ伺 って おきた いの ですけ れど も、先ほど の話では、 いろいろ独 自に開

発 された 器具 とか、 そう いうも のも 含めて 、閂 部を採 って いるの です けれど も、 閂分が

適 切に採 れた か採れ ない かとい う全 国的な 照合 みたい なも のは、 最初 のトレ ーニ ングは

受 けてい るだ ろうけ れど も、実 際、 現場で 採れ ている もの の適正 性と いうよ うな ものを

何かチェックするシステムのようなものはあるのですか。  

○ 小橋所 長  それは 複数 体制で やっ ていま すの で、実際、 牛によって 非常に脆弱 なもの

も あるわ けで す。解 剖の ほうに 出て くるよ うな 形で全 部あ るわけ では ないの です けれど



も 、上手 に採 らない と仕 事にな らな いから 、お 互いに 教え 合って 、現 場での 延髄 採取が

第 １段階 です から、 それ は誰か が下 手だか らや り損な うと いうも ので なく、 マニ ュアル

ど おりの いい 形がで きる のです 。た だ、工 夫し てやる のは 、一番 初め は延髄 を上 から突

き 刺すよ うな やり方 でし たが、 これ は膜を 入り ますか ら、 うちは 当初 から横 から 刺すよ

う な採り 方を やって いま すけれ ども 、そん なこ とは若 手を 中心に 、保 健医療 科学 員の研

修 なども あり ますか ら、 全国ネ ット でみん な情 報を持 って います ので 、いろ いろ 聞きな

が ら、工 夫で きる部 分は かなり のも のはや って 、精度 管理 には気 をつ けてい ると 思いま

す。だから、それは心配ないと思います。  

○ 山内専 門委 員  今 の閂 部採取 に関 してで すが 、ピッシン グをやった 場合に、延 髄のそ

の 辺を傷 つけ るので はな いかと いう 心配も 当初 はあっ たと 思うの です が、そ うい う経験

はありますでしょうか。  

○ 舩山検 査課 長  芝 浦の 場合も あり ます。 結構 続いて延髄 採材に苦労 する場合も 現にあ

ります。  

○山内専門委員  慣れでもって、そういう問題はだんだん解決されてきていると。  

○ 舩山検 査課 長  た だ、 ピッシ ング をやる 入れ 方も違うよ うで、ちょ っと角度が 悪いと

そういうものが出てくるという傾向があるようです。  

○ 小橋所 長  当初、 北九 州では 、初 めに首 を切 るので、首 を切った下 から入れさ せてい

た のでが 、イ エロー ライ ンでや って いるの で、 あまり 変わ らない とい います か、 イエロ

ーラインは  0.6ミリぐらいで、普通のワイヤーだと  1.2センチありますから、大きさが

全 然違う し、 遜色な いか ら、実 際に 首を切 って ここか ら入 れると 作業 効率と か、 作業員

が危ないとか、そういうのもありまして、今はそのままやっているようです。  

○舩山検査課長   追加で・・・。先ほど閂部分が適切に採られているかというような質

問 があっ たか と思い ます が、一 応、 手で触 りな がらシ リン ジの到 達位 置を確 認し ていま

すので、その辺はうまくいっているのかなと思っております。  

○ 甲斐（ 諭） 専門委 員  もう１ つよ ろしい です か。今日い ただいた肉 骨粉の処理 の緊急

対 策事業 につ いての ２ペ ージの 数字 ですが 、焼 却量は 、こ れは当 初は 牛、豚 一緒 に入っ

て いたと 思う のです が、 今後は 化製 場の牛 、豚 を分離 して 牛だけ を焼 くとい うこ とにな

ると、少し減っていくのでしょうか。その点はいかがでしょうか。  

○ 松本課 長補 佐（農 林水 産省）  肉 骨粉の 焼却 量につきま しては、そ この２ペー ジに肉

骨 粉の事 業の 概要を 書い ており ます けれど も、 参考１ のと ころに 、残 さ量が 牛、 豚、鶏



で １：２ ：２ という こと ですか ら、 推計で 40万 トンの 肉骨 粉が出 てき ている とい うこと

で すので 、豚 につい ては 約 16万 トン の肉骨 粉が 出てく ると いう形 にな ります 。し たがい

ま して、 今後 、豚の 肉骨 粉が解 除さ れると いう ことに なる と、こ の分 の予算 額が 減少す

るというような形になってくると思います。  

○ 吉川座 長  まだ御 質問 がある かと 思いま すけ れども、Ｓ ＲＭの除去 に関して、 今、ピ

ッ シング の問 題とか 、幾 つか出 まし たが、 除去 方法は ・・ ・。定 義は 別に今 聞か なくて

も議論できるかと思いますけれども、ピッシングその他、御質問ございますか。  

○ 山内専 門委 員  ピ ッシ ングの 場合 には、 １頭 ずつワイヤ ーを取り替 えていると いう話

だ ったの です が、ス タン ニング の際 のボル トは 全部同 じで すか。 それ とも、 洗浄 とか、

もしくは取り替えるとか、現状はどうなっているのでしょうか。  

○ 小橋所 長  ボルト は出 っ放し では ありま せん ので、脳に 傷が出るほ どは入って いない

と 思いま す。 あまり 入っ てしま うと 抜けな くな って、 倒れ るとい うか 、ピス トル を持っ

て いかれ ます ので、 スタ ンニン グで す。脳 まで いって ショ ックを 与え 過ぎる と、 あとホ

ウ ケツが よく いきま せん ので、 脳に は至っ てい ないと 思い ます。 私ど もは、 初め 頭を割

って処理しているときはそういうふうに思いました。  

○ 山内専 門委 員  ス タン ニング とい うのは 、頭 蓋骨を割る というとこ ろで終わっ ている

ということですか。  

○ 小橋所 長  当初は 破砕 装置が あり ません でし たので、清 掃工場に持 っていくた めに分

割していたのです、焼却していただくために。そういうときに観察したときのですね。  

○ 梅津事 務局 長  今 の甲 斐委員 の質 問の関 連で すけれども 、肉骨粉の 焼却事業で すけれ

ども、単年度予算は過去の蓄積は全部処理した、単年度の平準を出された経費ですか。  

○松本課長補佐  実績額で  520億円と２ページ目に書いてございますけれども、各年度

で 、一番 最初 の 13年 度で あれば 製造 量に対 して 焼却量 が進 まなか った という こと でござ

い ますの で、 その焼 却が 進まな かっ た分を 14年 度、 15年度 で補っ てい くとい う形 になり

ます。したがいまして、 500億円ということで、 13年度を半年と考えますと、年間平準化

すれば  200億円程度の予算を使っているということになると思います。  

○梅津事務局長   もう１つ、１ページですが、セメント処理と焼却とどちらがウエート

が大きいのですか。それは単価は違うのですか、同じですか。  

○ 松本課 長補 佐  当 初は 、セメ ント のほう が約 ３分の１、 市町村の焼 却施設が３ 分の２

と いうウ エー トでご ざい ました けれ ども、 現在 はセメ ント での焼 却量 が半分 、そ れから



市 町村で の焼 却量が 半分 という 形で ござい ます 。それ で、 焼却品 につ いては 、当 初は、

ど うして も燃 えない とい うこと で高 い単価 設定 をせざ るを 得ませ んで したけ れど も、焼

却 費のところ については 、年々引下 げをさせて いただいて いるという ことでござ います 。  

○吉川座長  ほかに。  

○ 金子専 門委 員  先 ほど 芝浦さ んの ほうか ら、 脊髄除去の ところで、 吸引と同時 に硬膜

の除去も確認しているというお話があって、それはもちろん脊髄硬膜のことですよね。  

○舩山検査課長  そうです。  

○ 金子専 門委 員  こ れは どうい うふ うにや って おられるの かというこ とと、やる ように

決 まって いて 、どこ のち 畜場で もや ってい るの でしょ うか 。非常 にい いこと だと 思いま

すけれども、その辺を教えていただければと思います。  

○ 舩山検 査課 長  ま ず、 芝浦の 場合 は、背 割り の前に脊髄 を吸引しま す。そうす る、脊

髄 を保護 して いる硬 膜が 残りま す。 それは 、背 割り後 、洗 浄して 、整 形の段 階に なるの

で すが、 と畜 検査員 が確 認する 場所 がある ので すが、 そこ で食肉 市場 の株式 会社 の職員

で すが、 手作 業で硬 膜を 除去し てい ます。 それ を、ち ゃん と除去 でき ている かど うか確

認しているという状況です。  

○ 吉川座 長  これは 芝浦 と場が 特別 にオプ ショ ンでやって いることで あって、全 国的に

やられているというわけではないということですか、硬膜の除去は。  

○ 小橋所 長  全部や って いると 思い ます。 この 調査でも、 硬膜除去も 何か調査が ありま

し たね。 それ ぞれで 器具 を工夫 して つくり まし て、先 の丸 くなる よう な、ノ ミの 変形と

言 うので すが 、初め はメ スで回 りを 入れて 、そ してず っと 落とし て、 最後は うち はワイ

ヤ ーブラ シで 下にメ ッシ ュの小 さい スポン ジを 敷いて 集め るよう な格 好で除 去し ていま

す。  

○ 金子専 門委 員  あ りが とうご ざい ました 。１ 番は飛ばさ れてしまっ たので、私 、１番

で 追加の 質問 をさせ てい ただい てよ ろしい です か。と 畜月 齢の農 水省 さんの ほう から出

た 月齢別 のと 畜数で すが 、これ は非 常に重 要な データ だと 思うの です が、今 日は 「我が

国 の」と 書い てある ので すけれ ども 、ほか の国 のこう いう データ を入 手する こと はでき

る のでし ょう か。例 えば 、月齢 によ って検 査を 変えた りす る話の とき に、実 際ど うかと

い うこと を考 えた場 合に 、例え ば国 によっ てと 畜され る牛 の月齢 が違 えば実 行の 効果と

い うのは かな り違う よう な気が する ので、 これ は日本 では こうで しょ うけれ ども 、ほか

の 国では どう かとい うデ ータが もし あれば 、非 常に参 考に なるの では ないか と思 うので



すけれども。  

○ 栗本衛 生管 理課長  あ る程度 のこ とはわ かる かもしれま せん。ちょ っと検討さ せてい

ただきたいと思います。  

○甲 斐（諭）専 門委員  そ れに関連し て。アメリ カに資料要 求されまし たよね。あ れは、

もう回答があったのでしょうか。  

○吉川座長  事務局のほう、どうですか。  

○梅田課長補佐  まだきていない部分もございます。  

○ 吉川座 長  それで は、 時間も 迫っ てきて いる ので、いろ いろ聞きた いことはあ ろうか

と 思いま すけ れども 、３ 番のト レー サビリ ティ 、飼料 規制 、死亡 牛検 査、そ の他 まで含

めて・・・。  

○山本専門委員  牛のせき柱の関係ですけれども、 2,334か所の対象、原料収集先という

ことですが、これは内訳はどういうふうになっているのでしょうか。  

○元 村課長補佐  こういっ た契約を結 んできっち りした対応 をしていた だくという のは、

食 肉処理 場だ けでは なし に、肉 の流 通先も 含め まして 、そ ういう 残さ が出る とこ ろは、

そ れを原 料に 使う場 合は 必ずそ うい った契 約に 基づい てや ってい ただ くとい うこ とです

が 、その 内訳 、食肉 処理 場が幾 らと か、さ らに その先 の食 肉の加 工と いうよ うな 、そう

いう箇所別の数字というのは今ちょっと持ち合わせておりません。  

○山本専門委員  契約は全部終わったのですか。  

○元村課長補佐  はい、終わっております。  

○吉川座長  ほかに御質問ございますか。  

○ 堀内専 門委 員  肥 飼料 の検査 です けれど も、 具体的に立 入検査を実 施と。これ はどう

い うよう な立 入検査 をす るのか とい うこと と、 あと収 去飼 料の試 験、 これは 多分 実物を

採 っての 試験 だと思 うの ですけ れど も、具 体的 にどう いう 試験を され ている のか 教えて

ください。  

○ 元村課 長補 佐  せ き柱 の関係 とい うより も、 飼料一般の 立入検査と いうことで よろし

い でしょ うか 。前回 の資 料の中 で、 数字的 なも のはお 出し させて いた だいて おっ たかと

思 います が、 資料２ －２ の７ペ ージ です。 飼料 工場に つい ての立 入り の内訳 につ きまし

て は、こうい った配合飼 料工場、こ れは肥飼料 検査所が立 入りをして おります部 分です 。

配 合飼料 工場 ですと か、 単体飼 料工 場です とか 、その 他の 輸入業 者等 の倉庫 等、 こうい

っ たとこ ろに 立ち入 りま して飼 料を 採取す ると ともに 、併 せまし て帳 簿です が、 これは



飼 料安全 法の 中で飼 料の 輸入業 者で すとか 、製 造業者 、販 売業者 、こ れは原 料を 買った

と き、あ るい は、そ れを さらに 飼料 にしま して 販売し たと きに、 これ をどこ から 買い、

ど こに売った かというこ との記録が 残るような 形に法的に 義務づけら れておりま すので 、

そ ういっ た面 で帳簿 の検 査をす ると いうよ うな こと。 それ から、 製造 の規格 とい うもの

が ござい ます ので、 そう いった 形に 沿って 制度 化され てい るとい うこ との検 査。 それか

ら 、さら にサ ンプル を採 りまし て、 これは 飼料 の成分 規格 という もの が省令 の中 で定め

ら れてお りま すので 、い ろいろ な項 目につ きま して分 析を しまし て、 そうい った ものを

満 たして いる という こと の確認 をし ており ます 。具体 的に 申しま すと 、好菌 性の 飼料添

加 物とか 、そ ういう 飼料 添加物 が適 正に使 用さ れてい ると いうこ と。 それか ら、 今、成

分 規格と 申し ました が、 それ以 外に も有害 物質 につき まし ては、 指導 基準と いう ものが

ご ざいま して 、そう いっ たもの に例 えばカ ビ毒 とか、 農薬 とか、 そう いった 有害 物質が

基 準値以 下に なって いる という こと の確認 とか 、そう いっ たこと をし ており ます 。そう

い ったこ とに つきま して の諸々 の検 査の点 数が 下の表 の２ という こと ですが 、さ らに、

そ の中で 特に ＢＳＥ 関連 で内と いう ことで 、こ こに示 して おりま すよ うな数 字に なって

まいるわけです。トータルの集計の件数を合計欄で見ますと、集計点数は  1,618という

こ とにな りま す。こ れは 、いろ いろ な検査 を含 めての 集計 の点数 です が、そ の中 でＢＳ

Ｅの検査ということが 536なり、４点というようなことをやっておるということでござい

ます。  

○ 堀内専 門委 員  実 際に こうい う検 査項目 があ るかどうか ということ も教えてい ただけ

ま すか。 それ に、配 合飼 料の中 に反 芻動物 由来 のもの が混 じって いる 。もし 実際 に科学

的 にそれ を検 査する 方法 がある のか どうか 、実 際にそ うい う検査 がさ れてい るか どうか

ということを教えてください。  

○ 元村課 長補 佐  配 合飼 料につ きま して、 成分 規格上は、 例えば牛用 の飼料であ りまし

た ら、哺 乳類 由来で すと か、動 物性 のたん 白質 、魚粉 等、 こうい った ものが 含ま れては

い けない とい うこと にな ってお りま して、 こう いった こと につき まし ては、 １つ は顕微

鏡 鑑定が 検査 の手法 とし てメイ ンに 位置づ けら れるわ けで すが、 これ を補完 する 方法と

しまして、  ELISA法とＰＣＲ法を併用しております。具体的には、それぞれの手法に一

長 一短が ござ いまし て、 顕微鏡 鑑定 という のは 、実際 に骨 とか、 そう いうも のが 顕微鏡

の中で見えるわけでございます。ただ、  ELISAはたん白質をつかまえるものですから、

反 芻動物 の中 に反芻 動物 のたん 白質 が出た とし ても、 例え ば脱脂 粉乳 のよう なも のが入



っ ており まし たら、 脱脂 粉乳は 飼料 原料と して は使っ てよ いたん 白で すが、 反応 してし

ま うとい うよ うな問 題が ありま す。 ＰＣＲ につ きまし ても 、そう いっ たよう な問 題がご

ざ いまし て、 そうい った ことを お互 いに補 う、 言い合 うた めに、 この ３つの 方法 で検査

を実施しております。  

○ 吉川座 長  ちなみ に、 ３つの 検査 方法で みん な陽性にな ったときは 、どういう ことに

なるわけですか。  

○ 元村課 長補 佐  ３ つと もとい うこ とはご ざい ませんで， 実際は顕微 鏡鑑定の中 でたと

え ば骨片 とい うよう な形 が出て きま して、 これ は肉骨 粉な り、そ うい った動 物性 のもの

が 入って いる という こと がはっ きり しまし たら 、顕微 鏡検 査だけ でこ れは違 反と いうこ

と で、飼 料に つきま して は出荷 させ ずに、 然る べく処 分を してい ただ くとい うこ とにな

ります。それから、ＰＣＲと  ELISAというのは先ほど言いましたような問題がございま

すので、例えばＰＣＲ、  ELISAが陽性になった。ただ、顕微鏡ではつかまらないという

よ うな場 合に は、製 造の 過程で 帳簿 という よう なこと も確 認した りし て、ど うい ったこ

と が原因でそ ういった反 応が出るの かというこ とを確認を するように いたしてお ります 。

そ ういう 中で 問題が あり ました ら、 もし違 反が 生じて いる ような 例で ありま した ら、そ

れ は然る べく 改善を とら せると いう ことで ござ います 。ち なみに 、先 ほどの ７ペ ージの

と ころへ 戻っ ていた だき まして 、表 の２の ほう にござ いま すが、 シュ ウキョ ウ飼 料件数

及 び試験 成績 という こと で、Ｂ ＳＥ 防止に 係る 基準規 格不 適合件 数と いうこ とが ござい

ま して、これ は平成 14年 度の実績で ございます が、単体飼 料で４点違 反がござい ました 。

注 ６とい うと ころに その 内訳が 書い てござ いま す。平 成 14年 につ きま しては 、魚 粉への

フ ェザー ミー ルの混 入と いう違 反が １件ご ざい ました 。こ れは、 詳し い話は 、輸 入の魚

粉 の中に フェ ザーミ ール が入っ てい たとい うこ とで、 これ は全量 廃棄 でした か、 シップ

マ ークだ った か今は わか りませ んが 、使わ ない ように 措置 してお りま す。そ れか ら、動

物 性の油 脂の 中に不 溶性 不純物 の基 準の違 反と いうこ とが 残り３ 点ご ざいま して 、これ

につきましても同様の措置をしてございます。  

○吉川座長  大分時間が延長してしまいましたけれども。  

○ 甲斐（ 知） 専門委 員  頭とか 危険 部位を 取っ て、場内か ら出ないで 焼却してし まう分

と いうの は非 常に増 えた わけで すよ ね。そ れは 、その 場内 で焼却 して いるわ けで すね。

そ の焼却 装置 という のは 、今、 日本 じゅう のと 畜場で 十分 整備さ れて 、全く 出な いでそ

こで処理されているというふうに考えていいのですか。  



○ 舩山検 査課 長  芝 浦の 場合、 説明 を省い たか もしれませ んが、例え ば頭部の部 分は、

場 内には 焼却 する工 場が ありま せん ので、 食肉 市場が 委託 契約し たレ ンダリ ング の会社

に運搬しまして、そこで焼却をしているということでございます。  

○ 道野課 長補 佐  前 回の と今回 の参 考資料 １－ １の 97ペー ジに、昨年 ２月末現在 の調査

結 果です けれ ども、 特定 部位の 焼却 状況と いう ことで 、と 畜場内 の焼 却施設 があ るとこ

ろ もあり ます 。これ が 70か 所。 その ほか産 廃で 委託で 焼却 するの が 53。 それ から 、一般

廃 棄物の 処理 施設、 合わ せ産廃 とし て処理 する のが 32。そ のほか に、 肉骨粉 、油 脂等に

してから焼却するというのが 19、それ以外が１。そのような状況になっております。  

○甲斐（知）専門委員  では、頭部も一緒にそちらに回るということですね。  

○道野課長補佐  もちろんそうです。  

○ 甲斐（ 知） 専門委 員  わかり まし た。先 ほど 北九州の方 が、それで 焼却費が非 常に上

が ってい ると いうよ うな ことを おっ しゃっ てい ました けれ ども、 そち らのほ うに は補助

は出ていないのですか。  

○ 小橋所 長  と畜場 経営 者に対 する 補助対 象と いうのはあ りません。 頭部という のは、

当 初１年 間は 眼球だ けで いいと いう ことだ った ので、 １キ ロちょ っと ぐらい でし た。そ

れ で、首 から 上すべ てに なりま して 、頬肉 と舌 を除く とい うこと にな ったの で、 16キロ

ぐらいはあると思います。  

○ 道野課 長補 佐  補 助の 関係が さっ きから 何回 か出ている ので。国が どういう補 助をし

て いくか と申 します と、 １つは 、先 ほど申 し上 げたと おり 、検査 キッ ドにつ いて は 10分

の 10です 。あ と、食 肉衛 生検査 所の 検査設 備に ついて は３ 分の１ 。そ れから 、公 営のと

畜 場につ いて の衛生 設備 という こと で、先 ほど 申し上 げた 焼却設 備と か、冷 却装 置であ

る とか、 そう いった 衛生 関連の 設備 に限り ます けれど も、 これも 補助 率が２ 分の １とい

うような状況になっています。  

○ 舩山検 査課 長  追 加で 。芝浦 の場 合も、 頬肉 と舌は食用 に供してい ます。それ 以外は

焼却ということになっています。  

○ 吉川座 長  まだあ るか とも思 いま すけれ ども 、次回から 、リスク評 価を進めて いく中

で 、場合 によ っては 、ま た出席 して いただ いて 聞かな けれ ばなら ない ことも ある かと思

い ますが 、大 分時間 が過 ぎてい ます ので、 勝手 ですけ れど も、今 日の 質疑は ここ までに

し ておき たい という ふう に思い ます 。それ で、 １枚、 色紙 がきて いま すけれ ども 、山内

委 員の、 ＥＵ のやり 方か ら始ま って 、今日 の我 が国の 実態 におけ るま で、行 政対 応も含



め て、一 応聞 くべき こと は聞い てき たとい うふ うに思 いま す。そ れで 、前回 この 調査会

で 、牛・ 牛、 牛・ヒ ト、 ヒト・ ヒト という 全体 のリス クが あるけ れど も、主 とし て牛・

ヒ トとい うリ スクに つい て考え てい こうと いう 本筋で いっ たので すけ れども 、で は、具

体 的にど うす るかと いう のがあ って 、一応 、参 考まで と思 ってこ こに １枚紙 を出 しまし

た 。「我 が国 におけ るｖ ＣＪＤ のリ スクを 考え るには 」と いうこ とで 、全部 を一 遍に評

価 すると いう のも難 しい かなと いう 気もし て、 対策を とる 前のリ スク はどの ぐら いであ

っ たか、 対策 を講じ るよ うにな って リスク がど のぐら い低 減した か。 あるい は、 もしと

らなかったらどのぐらいのリクスを負っただろうか。それから、既に  300万トンのデー

タ が出て きて 、ある 程度 、今後 の予 測とい うの も立た ない わけで はな いので 、こ れから

ピ ークが 過ぎ て、陽 性牛 が漸次 減っ ていっ てリ スクが 低減 したと きに 、対策 Ａ、 あるい

は 対策Ｂ と書 いてあ りま すけれ ども 、そう いう ものを 解除 してい った ときに 、現 状のリ

ス クと比 べて 、どの ぐら いのリ スク を負う こと になる のか 、なら ない のかと いっ たよう

な ことを 頭に 置いて 議論 を進め てい きたい とい うふう に思 います 。そ のほか に何 か御質

問 ござい ます か。い いで すか。 今日 は時間 が延 びてし まい ました けれ ども、 事務 局のほ

う で引き 続き 必要な デー タは集 めて くださ い。 また、 委員 の中で 有益 なデー タ、 情報が

あ りましたら 、事務局の ほうに知ら せていただ きたいとい うふうに思 います。そ のほか 、

事務局のほうから何かございますか。  

○宮嵜評価調整官  特にございません。  

○吉川座長  そのほか全体を通じて何かございますか。いいですか。  

○ 品川専 門委 員  今 日の ところ で、 我が国 のＢ ＳＥ対策の 実態に関し ては一応こ れで終

了というふうに理解してよろしいわけですね。  

○吉川座長  はい。  

○ 品川専 門委 員  そ して 、今言 われ ました よう に、およそ ３年近く日 本でも、３ 年近く

と 言うと 少し 言い過 ぎで すが、 ２年 何がし 検査 をやっ てき て、私 は疫 学調査 をや るには

非 常にい いデ ータと か何 かも得 られ てきて いる と思う ので す。そ れで 、たし か去 年ぐら

い の段階だっ たか、今年 のもっと早 い段階だっ たか、私も 忘れてしま っているの ですが 、

要 するに 、今 現在、 日本 でやっ てい る方法 とい うもの も含 めてど うす るのか とい うよう

な 検討と いう のはい つ入 ってい ただ けるの か。 こうい うよ うなこ とも やはり 必要 ではな

い かと思 って いるの です けれど も。 例えば 、こ こに書 いて ある対 策Ａ とか、 対策 Ｂとい

う 問題に 関わ ってき てい る問題 だろ うと思 うの です。 要す るに、 そこ のとこ ろを お願い



しますということです。  

○ 山本専 門委 員  先 ほど 座長か ら、 これら のリ スクを考え るにはとい うことで、 いろい

ろ なポイ ント をこれ から 評価し てい かなけ れば いけな いと 思うわ けで すけれ ども 、その

段 階にお いて 、全員 がど ういう 目的 で、ど の範 囲でリ スク 評価を 行っ た上で 、さ らに、

そ の対策 を入 れたり 外し たりす ると きに、 リス クがど う変 化する のか という よう なこと

に ついて も協 議して いく とか、 その 辺は、 この 専門調 査会 の中で ちゃ んと前 提を 議論し

た 上で進 めて いかな いと 、全員 が同 じ方向 でい けませ んの で、そ こは 次回以 降、 座長の

ほうからもまとめていただければと思っております。  

○ 吉川座 長  そうし てい きたい 思い ます。 自分 たちが科学 的に何をし ているのか 。どう

い うデー タに 基づい て議 論して いく のか。 それ を知ろ うと 思って 、今 まで何 回か 、ＥＵ

か ら始め てこ こまで やっ てきた ので 、そう いう 意味で は議 論すべ き前 提はあ る程 度そろ

っ たとい うふ うに私 は思 ってい ます 。ただ 、そ れぞれ 評価 してい く過 程の中 で、 また最

初 にやっ たよ うに、 定義 も含め て、 それぞ れ理 解の違 う部 分もあ るか もしれ ませ んし、

その辺は議論の中でやっていきたいというふうに思います。  

○山 内専門委員  今の考え でいいので すが、ヒト に対する曝 露リスクの 問題という のは、

Ｅ Ｕのも 参考 にして とい うわけ だっ たので すが 、ＥＵ では ２回や って いまし て、 実はこ

こ では１ 回分 しか検 討さ れてい ない のです 。で すから 、も う１の ほう も含め て次 回に考

え ていた だき たい。 そこ では、 実際 にヒト に対 する曝 露リ スクと いう ものを どう 考えて

い くか、 スペ シーズ ・バ リアが どう 考える のか 、そう いっ たこと を全 部とり あげ て、シ

ナ リオが 立て られる のか という よう なこと まで 議論し てい て、結 果的 にはそ こま ででき

な いとい うよ うな結 論に なって しま ってい るの ですけ れど も、曝 露リ スクに 関す る考え

方 という のは 、やは りＥ Ｕが行 って きたの を参 考にす べき だと私 は思 います 。全 部これ

までに検討したというわけではないと思います。  

○ 吉川座 長  そうい う意 味では 駆け 足でや って きた部分も あって、足 りない部分 はこれ

か ら当然 議論 してい かな ければ なら ないと 思い ますし 、感 度・精 度の 問題も 含め て、そ

れ からヒ トへ の最小 リス クとい うか 、どこ にと るべき か。 あるい は、 そうい うこ とがと

れ るのか どう なのか 。あ るいは 、牛 の加齢 によ る感染 カの 上がり 方と いうの は、 それぞ

れ 多分ポ イン トとし てリ ジッド に決 めるの は難 しいだ ろう 。だか らこ そ、リ スク 評価は

あ る幅を 持っ た確率 で論 じよう とい うこと にな ってい るわ けで、 でき る限り 議論 を深め

て いきた いと 思いま すけ れども 、結 論が出 れば 幸いだ と思 います 。だ た、や はり ある程



度 そうい う使 命を負 って 招集さ れた 調査委 員会 ですか ら、 それな りの 責務は 、漠 とした

部 分があ るの はやむ を得 ないと いう ことで すけ れども 、で きる限 り定 量的に 、科 学的に

評 価をして進 めていきた いというふ うに思いま す。ほかに ございます でしょうか 。では 、

30分も遅れてしまいましたけれども、第 10回のプリオン専門調査会を閉会いたします。  

                                    －了－  


